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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　隣接して配置される複数の表示領域に対応する複数の画像表示装置のそれぞれに接続さ
れた画像出力装置であって、
　前記複数の画像表示装置のそれぞれから、
　　その画像表示装置の表示領域の前記複数の表示領域に対する相対位置を少なくとも表
す領域情報と、
　　その画像表示装置の表示対象領域に隣接する糊代領域を表す糊代情報と、
を取得する第１取得手段と、
　前記画像表示装置毎に、
　　その画像表示装置の前記領域情報に基づいて、前記複数の画像表示装置で表示する元
画像の領域のうち、当該画像表示装置の表示領域に表示すべき画像の領域である表示対象
領域を決定し、
　　決定した前記表示対象領域と、当該画像表示装置の糊代情報が表す糊代領域と、から
なる部分画像を生成する第１生成手段と、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の部分画像を当該画像表示装置に出力する第
１出力手段と、
を有する
ことを特徴とする画像出力装置。
【請求項２】
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　前記糊代情報は、前記表示対象領域から前記糊代領域に向かう方向である隣接方向と、
前記隣接方向における前記糊代領域のサイズと、からなる情報である
ことを特徴とする請求項１に記載の画像出力装置。
【請求項３】
　隣接して配置される複数の表示領域に対応する複数の画像表示装置のそれぞれに接続さ
れた画像出力装置であって、
　前記複数の画像表示装置のそれぞれから、
　　その画像表示装置の表示領域の前記複数の表示領域に対する相対位置を少なくとも表
す領域情報と、
　　その画像表示装置の表示対象領域の辺毎に、その辺に隣接する糊代領域候補を表す糊
代候補情報と、
を取得する第１取得手段と、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の前記領域情報と前記糊代候補情報とに基づ
いて、
　　前記複数の画像表示装置で表示する元画像の領域のうち、
　　　当該画像表示装置の表示領域に表示すべき画像の領域である表示対象領域と、
　　　前記表示対象領域に隣接する糊代領域と、
からなる部分画像を生成する第１生成手段と、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の部分画像を当該画像表示装置に出力する第
１出力手段と、
を有し、
　前記第１生成手段は、前記画像表示装置毎に、
　　その画像表示装置の前記領域情報に基づいて表示対象領域を決定し、
　　当該画像表示装置の前記領域情報に基づいて、当該画像表示装置の糊代候補情報が表
す複数の糊代領域候補の中から、決定した前記表示対象領域に隣接する糊代領域候補を、
糊代領域として選択する
ことを特徴とする画像出力装置。
【請求項４】
　前記画像表示装置の表示領域は、当該表示領域に垂直な方向を軸として回転可能であり
、
　前記画像出力装置は、前記複数の画像表示装置のそれぞれから、その画像表示装置の表
示領域の回転方向と回転角を表す回転情報を取得する第４取得手段をさらに有し、
　前記第１生成手段は、
　　前記領域情報と前記回転情報に基づいて、前記表示対象領域を決定し、
　　前記領域情報と前記回転情報に基づいて、前記糊代候補情報が表す複数の糊代領域候
補の中から、前記表示対象領域に隣接する糊代領域候補を、糊代領域として選択する
ことを特徴とする請求項３に記載の画像出力装置。
【請求項５】
　隣接して配置される複数の表示領域に対応する複数の画像表示装置のそれぞれに接続さ
れた画像出力装置であって、
　前記複数の画像表示装置のそれぞれから、
　　その画像表示装置の表示領域の前記複数の表示領域に対する相対位置と、
　　その画像表示装置の表示領域のサイズと、
を少なくとも表す領域情報を取得する第１取得手段と、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の前記領域情報に基づいて、
　　前記複数の画像表示装置で表示する元画像の領域のうち、
　　　当該画像表示装置の表示領域に表示すべき画像の領域である表示対象領域と、
　　　前記表示対象領域に隣接する糊代領域と、
からなる部分画像を生成する第１生成手段と、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の部分画像を当該画像表示装置に出力する第
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１出力手段と、
を有する
ことを特徴とする画像出力装置。
【請求項６】
　隣接して配置される複数の表示領域に対応する複数の画像表示装置のそれぞれに接続さ
れた画像出力装置であって、
　前記複数の画像表示装置のそれぞれから、その画像表示装置の表示領域の前記複数の表
示領域に対する相対位置を少なくとも表す領域情報を取得する第１取得手段と、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の前記領域情報に基づいて、
　　前記複数の画像表示装置で表示する元画像の領域のうち、
　　　当該画像表示装置の表示領域に表示すべき画像の領域である表示対象領域と、
　　　前記表示対象領域に隣接する糊代領域と、
からなる部分画像を生成する第１生成手段と、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の部分画像を当該画像表示装置に出力する第
１出力手段と、
を有し、
　前記表示対象領域から前記糊代領域に向かう方向である隣接方向における前記糊代領域
のサイズは、前記隣接方向に依存しない値であり、
　前記画像表示装置の前記領域情報は、その画像表示装置の部分画像のサイズをさらに表
すことを特徴とする画像出力装置。
【請求項７】
　前記画像表示装置の表示領域は、当該表示領域に垂直な方向を軸として回転可能であり
、
　前記画像表示装置は、前記表示領域の回転角が０°のときの前記表示領域の水平方向に
画像の水平方向を一致させて前記画像を前記表示領域に表示する装置であり、
　前記画像出力装置は、前記複数の画像表示装置のそれぞれから、その画像表示装置の表
示領域の回転方向と回転角を表す回転情報を取得する第４取得手段をさらに有し、前記第
１出力手段は、前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の部分画像を、当該画像表示装
置の回転情報が表す回転方向と逆方向に、当該回転情報が表す回転角だけ回転させて、出
力する
ことを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の画像出力装置。
【請求項８】
　前記領域情報は、ＶＥＳＡ（Ｖｉｄｅｏ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｓｔａｎｄａｒｄ
ｓ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）で規定されているＴｉｌｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙに関する情
報である
ことを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の画像出力装置。
【請求項９】
　前記複数の画像表示装置のそれぞれは、画像表示モジュールである
ことを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の画像出力装置。
【請求項１０】
　隣接して配置される複数の表示領域に対応する複数の画像表示装置のいずれかであり、
且つ、画像出力装置に接続された画像表示装置であって、
　自身の表示領域である自表示領域の前記複数の表示領域に対する相対位置を少なくとも
表す領域情報を生成する第２生成手段と、
　前記複数の画像表示装置で表示する元画像の領域のうち、前記自表示領域に表示すべき
画像の領域である表示対象領域に隣接する糊代領域を表す糊代情報を取得する第５取得手
段と、
　前記領域情報を前記画像出力装置に出力する第２出力手段と、
　前記第２出力手段が出力した前記領域情報に基づいて、前記画像出力装置により生成さ
れた部分画像であって、前記表示対象領域と前記糊代領域からなる部分画像を、前記画像
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出力装置から取得する第６取得手段と、
　前記部分画像に画像処理を施すことにより、処理部分画像を生成する画像処理手段と、
　前記糊代情報が表す前記糊代領域の画像を前記処理部分画像から除去することにより、
表示用画像を生成する除去手段と、
　前記表示用画像を前記自表示領域に表示する表示手段と、
を有することを特徴とする画像表示装置。
【請求項１１】
　前記第５取得手段は、前記領域情報に基づいて前記糊代情報を生成し、生成した前記糊
代情報を取得する
ことを特徴とする請求項１０に記載の画像表示装置。
【請求項１２】
　前記第５取得手段は、前記領域情報に基づいて前記表示対象領域から前記糊代領域に向
かう方向である隣接方向を検出し、前記隣接方向の検出結果に基づいて前記糊代情報を生
成する
ことを特徴とする請求項１０または１１に記載の画像表示装置。
【請求項１３】
　前記自表示領域は、前記自表示領域に垂直な方向を軸として回転可能であり、
　前記画像表示装置は、前記自表示領域の回転を検出する検出手段をさらに有し、
　前記第５取得手段は、前記領域情報、及び、前記自表示領域の回転方向と回転角に基づ
いて、前記糊代情報を生成する
ことを特徴とする請求項１０～１２のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項１４】
　前記糊代領域は、前記表示対象領域に隣接し、且つ、前記画像処理手段が前記表示対象
領域に前記画像処理を施す際に参照される領域である
ことを特徴とする請求項１０～１３のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項１５】
　前記画像処理手段で実行される画像処理が互いに異なる複数の画像処理モードのうちの
いずれかを設定する第１設定手段をさらに有し、
　前記第５取得手段は、設定されている画像処理モードに応じたサイズの糊代領域を表す
糊代情報を生成する
ことを特徴とする請求項１０～１４のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項１６】
　前記糊代情報は、前記表示対象領域から前記糊代領域に向かう方向である隣接方向と、
前記隣接方向における前記糊代領域のサイズと、からなる情報である
ことを特徴とする請求項１０～１５のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項１７】
　前記糊代情報を前記画像出力装置に出力する第３出力手段をさらに有する
ことを特徴とする請求項１０～１６のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項１８】
　前記表示対象領域から前記糊代領域に向かう方向である隣接方向における前記糊代領域
のサイズは、前記隣接方向に依存しない値であり、
　前記領域情報は、前記部分画像のサイズをさらに表す
ことを特徴とする請求項１０～１６のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項１９】
　前記第２生成手段は、前記自表示領域の前記複数の表示領域に対する相対位置をユーザ
操作に応じて決定する
ことを特徴とする請求項１０～１８のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項２０】
　前記自表示領域は、前記自表示領域に垂直な方向を軸として回転可能であり、
　前記表示手段は、前記自表示領域の回転角が０°のときの前記自表示領域の水平方向に
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前記表示用画像の水平方向を一致させて、前記表示用画像を前記自表示領域に表示し、
　前記画像表示装置は、
　　前記自表示領域の回転を検出する検出手段と、
　　前記自表示領域の回転方向と回転角を表す回転情報を前記画像出力装置に出力する第
５出力手段と、
をさらに有し、
　前記第６取得手段は、前記自表示領域の回転方向と逆方向に、前記自表示領域の回転角
だけ回転させた画像を、前記部分画像として取得する
ことを特徴とする請求項１０～１９のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項２１】
　前記自表示領域は、前記自表示領域に垂直な方向を軸として回転可能であり、
　前記表示手段は、前記自表示領域の回転角が０°のときの前記自表示領域の水平方向に
前記表示用画像の水平方向を一致させて、前記表示用画像を前記自表示領域に表示し、
　前記画像表示装置は、前記自表示領域の回転を検出する検出手段をさらに有し、
　前記糊代領域の画像を除去する処理、及び、前記自表示領域の回転方向と逆方向に前記
自表示領域の回転角だけ画像を回転させる処理を、前記処理部分画像に施すことにより、
前記表示用画像が生成される
ことを特徴とする請求項１０～１９のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項２２】
　前記領域情報は、ＶＥＳＡ（Ｖｉｄｅｏ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｓｔａｎｄａｒｄ
ｓ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）で規定されているＴｉｌｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙに関する情
報である
ことを特徴とする請求項１０～２１のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項２３】
　前記画像表示装置は、画像表示モジュールである
ことを特徴とする請求項１０～２２のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項２４】
　隣接して配置される複数の表示領域に対応する複数の画像表示装置のそれぞれに接続さ
れた画像出力装置の制御方法であって、
　前記複数の画像表示装置のそれぞれから、
　　その画像表示装置の表示領域の前記複数の表示領域に対する相対位置を少なくとも表
す領域情報と、
　　その画像表示装置の表示対象領域に隣接する糊代領域を表す糊代情報と、
を取得する第１取得ステップと、
　前記画像表示装置毎に、
　　その画像表示装置の前記領域情報に基づいて、前記複数の画像表示装置で表示する元
画像の領域のうち、当該画像表示装置の表示領域に表示すべき画像の領域である表示対象
領域を決定し、
　　決定した前記表示対象領域と、当該画像表示装置の糊代情報が表す糊代領域と、から
なる部分画像を生成する第１生成ステップと、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の部分画像を当該画像表示装置に出力する第
１出力ステップと、
を有する
ことを特徴とする画像出力装置の制御方法。
【請求項２５】
　隣接して配置される複数の表示領域に対応する複数の画像表示装置のそれぞれに接続さ
れた画像出力装置の制御方法であって、
　前記複数の画像表示装置のそれぞれから、
　　その画像表示装置の表示領域の前記複数の表示領域に対する相対位置を少なくとも表
す領域情報と、
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　　その画像表示装置の表示対象領域の辺毎に、その辺に隣接する糊代領域候補を表す糊
代候補情報と、
を取得する第１取得ステップと、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の前記領域情報と前記糊代候補情報とに基づ
いて、
　　前記複数の画像表示装置で表示する元画像の領域のうち、
　　　当該画像表示装置の表示領域に表示すべき画像の領域である表示対象領域と、
　　　前記表示対象領域に隣接する糊代領域と、
からなる部分画像を生成する第１生成ステップと、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の部分画像を当該画像表示装置に出力する第
１出力ステップと、
を有し、
　前記第１生成ステップでは、前記画像表示装置毎に、
　　その画像表示装置の前記領域情報に基づいて表示対象領域を決定し、
　　当該画像表示装置の前記領域情報に基づいて、当該画像表示装置の糊代候補情報が表
す複数の糊代領域候補の中から、決定した前記表示対象領域に隣接する糊代領域候補を、
糊代領域として選択する
ことを特徴とする画像出力装置の制御方法。
【請求項２６】
　隣接して配置される複数の表示領域に対応する複数の画像表示装置のそれぞれに接続さ
れた画像出力装置の制御方法であって、
　前記複数の画像表示装置のそれぞれから、
　　その画像表示装置の表示領域の前記複数の表示領域に対する相対位置と、
　　その画像表示装置の表示領域のサイズと、
を少なくとも表す領域情報を取得する第１取得ステップと、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の前記領域情報に基づいて、
　　前記複数の画像表示装置で表示する元画像の領域のうち、
　　　当該画像表示装置の表示領域に表示すべき画像の領域である表示対象領域と、
　　　前記表示対象領域に隣接する糊代領域と、
からなる部分画像を生成する第１生成ステップと、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の部分画像を当該画像表示装置に出力する第
１出力ステップと、
を有する
ことを特徴とする画像出力装置の制御方法。
【請求項２７】
　隣接して配置される複数の表示領域に対応する複数の画像表示装置のそれぞれに接続さ
れた画像出力装置の制御方法であって、
　前記複数の画像表示装置のそれぞれから、その画像表示装置の表示領域の前記複数の表
示領域に対する相対位置を少なくとも表す領域情報を取得する第１取得ステップと、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の前記領域情報に基づいて、
　　前記複数の画像表示装置で表示する元画像の領域のうち、
　　　当該画像表示装置の表示領域に表示すべき画像の領域である表示対象領域と、
　　　前記表示対象領域に隣接する糊代領域と、
からなる部分画像を生成する第１生成ステップと、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の部分画像を当該画像表示装置に出力する第
１出力ステップと、
を有し、
　前記表示対象領域から前記糊代領域に向かう方向である隣接方向における前記糊代領域
のサイズは、前記隣接方向に依存しない値であり、
　前記画像表示装置の前記領域情報は、その画像表示装置の部分画像のサイズをさらに表
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すことを特徴とする画像出力装置の制御方法。
【請求項２８】
　隣接して配置される複数の表示領域に対応する複数の画像表示装置のいずれかであり、
且つ、画像出力装置に接続された画像表示装置の制御方法であって、
　自身の表示領域である自表示領域の前記複数の表示領域に対する相対位置を少なくとも
表す情報を生成する第２生成ステップと、
　前記複数の画像表示装置で表示する元画像の領域のうち、前記自表示領域に表示すべき
画像の領域である表示対象領域に隣接する領域である糊代領域を表す糊代情報を取得する
第５取得ステップと、
　前記情報を前記画像出力装置に出力する第２出力ステップと、
　前記第２出力ステップで出力した前記領域情報に基づいて、前記画像出力装置により生
成された部分画像であって、前記表示対象領域と前記糊代領域からなる部分画像を、前記
画像出力装置から取得する第６取得ステップと、
　前記部分画像に画像処理を施すことにより、処理部分画像を生成する画像処理ステップ
と、
　前記糊代情報が表す前記糊代領域の画像を前記処理部分画像から除去することにより、
表示用画像を生成する除去ステップと、
　前記表示用画像を前記自表示領域に表示する表示ステップと、
を有することを特徴とする画像表示装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像出力装置、画像表示装置、及び、それらの制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数の画像表示装置の画面を組み合わせた大画面に、大きな画像を表示する画像
表示システムが提案されている。この画像表示システムでは、複数の画像表示装置のそれ
ぞれに対して、その画像表示装置の画面に表示すべき画像がストリーム伝送される。この
ような画像表示システムは“マルチディスプレイシステム”とも呼ばれる。
【０００３】
　画像表示装置に関する標準化団体ＶＥＳＡ（Ｖｉｄｅｏ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｓ
ｔａｎｄａｒｄｓ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）では、上述したマルチディスプレイシステ
ムの規格として、Ｔｉｌｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙが提案されている。また、ＶＥＳＡでは、
Ｔｉｌｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙの構築を容易にするデータ規格として、Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｉ
Ｄ　ｖ１．３（Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｄａｔａ　Ｓｔａｎｄ
ａｒｄ　Ｖｅｒｔｉｏｎ　１．３）が提案されている。
【０００４】
　Ｔｉｌｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙでは、画像出力装置（Ｓｏｕｒｃｅ機器）から画像表示装
置（Ｓｉｎｋ機器）へ画像（画像データ）が出力される。
　Ｄｉｓｐｌａｙ　ＩＤ　ｖ１．３は、Ｓｉｎｋ機器からＳｏｕｒｃｅ機器へ出力するデ
ータの規格である。Ｄｉｓｐｌａｙ　ＩＤ　ｖ１．３のデータは、Ｔｉｌｅｄ　Ｄｉｓｐ
ｌａｙ　Ｔｏｐｏｌｏｇｙ　Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋを有する。Ｔｉｌｅｄ　Ｄｉｓｐｌａ
ｙ　Ｔｏｐｏｌｏｇｙ　Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋには、Ｓｉｎｋ機器の接続構成、Ｓｉｎｋ
機器の画面の位置、等を表すタイル情報を格納することができる。タイル情報を使用する
ことにより、Ｓｏｕｒｃｅ機器は、Ｔｉｌｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙに必要な情報（Ｓｉｎｋ
機器の接続構成、Ｓｉｎｋ機器の画面の位置、等）を容易に把握することができる。そし
て、Ｓｏｕｒｃｅ機器は、複数のＳｉｎｋ機器のそれぞれに対して、そのＳｉｎｋ機器の
画面に表示すべき画像を容易に生成して出力することができる。また、Ｓｉｎｋ機器のベ
ゼル（外枠）のサイズをさらに表すタイル情報を使用することもできる。そのようなタイ
ル情報を用いれば、Ｓｏｕｒｃｅ機器は、ベゼルのサイズを容易に把握することができる
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。そして、Ｓｏｕｒｃｅ機器は、Ｓｉｎｋ機器間で外枠の分だけ画像が間延びしないよう
に、Ｓｉｎｋ機器に出力する画像を容易に調整することができる。
【０００５】
　Ｔｉｌｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙの接続例について図１２（Ａ），１２（Ｂ）を用いて説明
する。
　図１２（Ａ）では、Ｓｏｕｒｃｅ機器１２００に４つのＳｉｎｋ機器１２０１～１２０
４が接続されている。Ｓｏｕｒｃｅ機器１２００は、例えば、パーソナルコンピュータで
ある。Ｓｉｎｋ機器１２０１～１２０４は、例えば、画像表示装置である。Ｓｏｕｃｅ機
器１２００は、各Ｓｉｎｋ機器へ画像を出力する。Ｓｉｎｋ機器１２０１～１２０４は、
図１３（Ａ）のように配置されている。図１３（Ａ）では、Ｓｉｎｋ機器１２０１～１２
０４の４つの画面によって１つの画面（大画面）が構成されている。
　図１２（Ｂ）では、Ｓｏｕｒｃｅ機器１２００に１つのＳｉｎｋ機器１２０５が接続さ
れている。Ｓｉｎｋ機器１２０５には、４つのＳｉｎｋモジュール１２０６～１２０９が
搭載されている。Ｓｉｎｋモジュール１２０６～１２０９は、例えば、画像表示装置であ
る。Ｓｏｕｃｅ機器１２００は、各Ｓｉｎｋモジュールへ画像を出力する。図１３（Ｂ）
に示すように、Ｓｉｎｋ機器１２０５の画面は、Ｓｉｎｋモジュール１２０６～１２０９
の４つの分割画面によって構成されている。
　Ｓｏｕｒｃｅ機器は、画像伝送用ケーブル（ＤｉｓｐｌａｙＰｏｒｔ（登録商標）ケー
ブル）を用いてＳｉｎｋ機器（Ｓｉｎｋモジュール）に接続されることが想定される。
【０００６】
　画像表示装置では、画像の高画質化などのために、画像処理が行われることがある。Ｔ
ｉｌｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙにおいても、各画像表示装置において画像処理が行われること
がある。Ｔｉｌｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙでは、各画像表示装置が、他の画像表示装置と独立
した画像処理を行うのではなく、他の画像表示装置と共通の画像処理を行うことが望まし
い。また、複数の画像表示装置全体の動作が、１つの画像表示装置の動作と同様の動作と
なるように、共通化されていることが望ましい。
　複数の画像表示装置の動作の共通化に関する従来技術は、例えば、特許文献１に開示さ
れている。特許文献１に開示の技術を用いれば、複数の画像表示装置間の表示画像（画面
に表示された画像）のずれの発生を抑制することができる。
【０００７】
　しかしながら、Ｔｉｌｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙの各画像表示装置で行われる画像処理が周
辺画素を参照する処理である場合、画像表示装置間で表示画像が不連続になってしまうこ
とがある。周辺画素は、画像処理の対象の画素である対象画素の周辺の画素である。周辺
画素を参照する画像処理は、例えば、フィルタ処理である。このような表示画像の不連続
は、ベゼルサイズが小さいほど目立つ。
【０００８】
　具体的には、Ｔｉｌｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙでは、画像表示装置で表示すべき画像である
表示対象画像のみが当該画像表示装置に入力される。そのため、周辺画素を参照する画像
処理を行う際に、表示対象画像の周辺の画素（ベゼル部分に対応する画素、他の画像表示
装置で表示される画素、等）を参照することができず、表示対象画像の端部において適切
な画像処理を施すことができない。その結果、画像表示装置間で表示画像が不連続になっ
てしまう。
【０００９】
　このような画質低下の発生を抑制する技術は、例えば、特許文献２に開示されている。
　特許文献２には、入力された複数の部分画像に画像処理を施す複数の画像処理プロセッ
サを有する画像処理装置が開示されている。特許文献２に開示の技術では、画像処理プロ
セッサ間で、部分画像に隣接する糊代画像の送受信が行われる。そして、各画像処理プロ
セッサにおいて、部分画像に糊代画像を付加した画像に対して画像処理が施され、画像処
理後の画像から糊代画像が除去される。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２０１３－１１７６０１号公報
【特許文献２】特開２０１３－１３１０４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかしながら、特許文献２に開示の技術においては、画像処理プロセッサ間でデータの
送受信を行うための通信線が必要となる。従って、Ｔｉｌｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙで提案さ
れているようなスター型接続において、画像出力装置を画像表示装置に接続する画像伝送
用ケーブルの他に、画像表示装置間を接続するケーブルや通信線が必要となる。例えば、
図１２（Ａ）の構成においては、Ｓｉｎｋ機器間を接続するケーブルが必要となる。また
、図１２（Ｂ）の構成においては、Ｓｉｎｋモジュール間を接続する通信線が必要となる
。画像表示装置間を接続するケーブルや通信線の使用は、接続の煩雑化、コストの増加、
等をまねいてしまう。
【００１２】
　本発明は、マルチディスプレイシステムの各画像表示装置で画像処理を簡易な構成で高
精度に行うことができる技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の第１の態様は、
　隣接して配置される複数の表示領域に対応する複数の画像表示装置のそれぞれに接続さ
れた画像出力装置であって、
　前記複数の画像表示装置のそれぞれから、
　　その画像表示装置の表示領域の前記複数の表示領域に対する相対位置を少なくとも表
す領域情報と、
　　その画像表示装置の表示対象領域に隣接する糊代領域を表す糊代情報と、
を取得する第１取得手段と、
　前記画像表示装置毎に、
　　その画像表示装置の前記領域情報に基づいて、前記複数の画像表示装置で表示する元
画像の領域のうち、当該画像表示装置の表示領域に表示すべき画像の領域である表示対象
領域を決定し、
　　決定した前記表示対象領域と、当該画像表示装置の糊代情報が表す糊代領域と、から
なる部分画像を生成する第１生成手段と、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の部分画像を当該画像表示装置に出力する第
１出力手段と、
を有する
ことを特徴とする画像出力装置である。
【００１４】
　本発明の第２の態様は、
　隣接して配置される複数の表示領域に対応する複数の画像表示装置のそれぞれに接続さ
れた画像出力装置であって、
　前記複数の画像表示装置のそれぞれから、
　　その画像表示装置の表示領域の前記複数の表示領域に対する相対位置を少なくとも表
す領域情報と、
　　その画像表示装置の表示対象領域の辺毎に、その辺に隣接する糊代領域候補を表す糊
代候補情報と、
を取得する第１取得手段と、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の前記領域情報と前記糊代候補情報とに基づ
いて、
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　　前記複数の画像表示装置で表示する元画像の領域のうち、
　　　当該画像表示装置の表示領域に表示すべき画像の領域である表示対象領域と、
　　　前記表示対象領域に隣接する糊代領域と、
からなる部分画像を生成する第１生成手段と、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の部分画像を当該画像表示装置に出力する第
１出力手段と、
を有し、
　前記第１生成手段は、前記画像表示装置毎に、
　　その画像表示装置の前記領域情報に基づいて表示対象領域を決定し、
　　当該画像表示装置の前記領域情報に基づいて、当該画像表示装置の糊代候補情報が表
す複数の糊代領域候補の中から、決定した前記表示対象領域に隣接する糊代領域候補を、
糊代領域として選択する
ことを特徴とする画像出力装置である。
【００１５】
　本発明の第３の態様は、
　隣接して配置される複数の表示領域に対応する複数の画像表示装置のそれぞれに接続さ
れた画像出力装置であって、
　前記複数の画像表示装置のそれぞれから、
　　その画像表示装置の表示領域の前記複数の表示領域に対する相対位置と、
　　その画像表示装置の表示領域のサイズと、
を少なくとも表す領域情報を取得する第１取得手段と、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の前記領域情報に基づいて、
　　前記複数の画像表示装置で表示する元画像の領域のうち、
　　　当該画像表示装置の表示領域に表示すべき画像の領域である表示対象領域と、
　　　前記表示対象領域に隣接する糊代領域と、
からなる部分画像を生成する第１生成手段と、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の部分画像を当該画像表示装置に出力する第
１出力手段と、
を有する
ことを特徴とする画像出力装置である。
【００１６】
　本発明の第４の態様は、
　隣接して配置される複数の表示領域に対応する複数の画像表示装置のそれぞれに接続さ
れた画像出力装置であって、
　前記複数の画像表示装置のそれぞれから、その画像表示装置の表示領域の前記複数の表
示領域に対する相対位置を少なくとも表す領域情報を取得する第１取得手段と、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の前記領域情報に基づいて、
　　前記複数の画像表示装置で表示する元画像の領域のうち、
　　　当該画像表示装置の表示領域に表示すべき画像の領域である表示対象領域と、
　　　前記表示対象領域に隣接する糊代領域と、
からなる部分画像を生成する第１生成手段と、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の部分画像を当該画像表示装置に出力する第
１出力手段と、
を有し、
　前記表示対象領域から前記糊代領域に向かう方向である隣接方向における前記糊代領域
のサイズは、前記隣接方向に依存しない値であり、
　前記画像表示装置の前記領域情報は、その画像表示装置の部分画像のサイズをさらに表
すことを特徴とする画像出力装置である。
【００１７】
　本発明の第５の態様は、
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　隣接して配置される複数の表示領域に対応する複数の画像表示装置のいずれかであり、
且つ、画像出力装置に接続された画像表示装置であって、
　自身の表示領域である自表示領域の前記複数の表示領域に対する相対位置を少なくとも
表す領域情報を生成する第２生成手段と、
　前記複数の画像表示装置で表示する元画像の領域のうち、前記自表示領域に表示すべき
画像の領域である表示対象領域に隣接する糊代領域を表す糊代情報を取得する第５取得手
段と、
　前記領域情報を前記画像出力装置に出力する第２出力手段と、
　前記第２出力手段が出力した前記領域情報に基づいて、前記画像出力装置により生成さ
れた部分画像であって、前記表示対象領域と前記糊代領域からなる部分画像を、前記画像
出力装置から取得する第６取得手段と、
　前記部分画像に画像処理を施すことにより、処理部分画像を生成する画像処理手段と、
　前記糊代情報が表す前記糊代領域の画像を前記処理部分画像から除去することにより、
表示用画像を生成する除去手段と、
　前記表示用画像を前記自表示領域に表示する表示手段と、
を有することを特徴とする画像表示装置である。
【００１８】
　本発明の第６の態様は、
　隣接して配置される複数の表示領域に対応する複数の画像表示装置のそれぞれに接続さ
れた画像出力装置の制御方法であって、
　前記複数の画像表示装置のそれぞれから、
　　その画像表示装置の表示領域の前記複数の表示領域に対する相対位置を少なくとも表
す領域情報と、
　　その画像表示装置の表示対象領域に隣接する糊代領域を表す糊代情報と、
を取得する第１取得ステップと、
　前記画像表示装置毎に、
　　その画像表示装置の前記領域情報に基づいて、前記複数の画像表示装置で表示する元
画像の領域のうち、当該画像表示装置の表示領域に表示すべき画像の領域である表示対象
領域を決定し、
　　決定した前記表示対象領域と、当該画像表示装置の糊代情報が表す糊代領域と、から
なる部分画像を生成する第１生成ステップと、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の部分画像を当該画像表示装置に出力する第
１出力ステップと、
を有する
ことを特徴とする画像出力装置の制御方法である。
【００１９】
　本発明の第７の態様は、
　隣接して配置される複数の表示領域に対応する複数の画像表示装置のそれぞれに接続さ
れた画像出力装置の制御方法であって、
　前記複数の画像表示装置のそれぞれから、
　　その画像表示装置の表示領域の前記複数の表示領域に対する相対位置を少なくとも表
す領域情報と、
　　その画像表示装置の表示対象領域の辺毎に、その辺に隣接する糊代領域候補を表す糊
代候補情報と、
を取得する第１取得ステップと、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の前記領域情報と前記糊代候補情報とに基づ
いて、
　　前記複数の画像表示装置で表示する元画像の領域のうち、
　　　当該画像表示装置の表示領域に表示すべき画像の領域である表示対象領域と、
　　　前記表示対象領域に隣接する糊代領域と、
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からなる部分画像を生成する第１生成ステップと、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の部分画像を当該画像表示装置に出力する第
１出力ステップと、
を有し、
　前記第１生成ステップでは、前記画像表示装置毎に、
　　その画像表示装置の前記領域情報に基づいて表示対象領域を決定し、
　　当該画像表示装置の前記領域情報に基づいて、当該画像表示装置の糊代候補情報が表
す複数の糊代領域候補の中から、決定した前記表示対象領域に隣接する糊代領域候補を、
糊代領域として選択する
ことを特徴とする画像出力装置の制御方法である。
【００２０】
　本発明の第８の態様は、
　隣接して配置される複数の表示領域に対応する複数の画像表示装置のそれぞれに接続さ
れた画像出力装置の制御方法であって、
　前記複数の画像表示装置のそれぞれから、
　　その画像表示装置の表示領域の前記複数の表示領域に対する相対位置と、
　　その画像表示装置の表示領域のサイズと、
を少なくとも表す領域情報を取得する第１取得ステップと、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の前記領域情報に基づいて、
　　前記複数の画像表示装置で表示する元画像の領域のうち、
　　　当該画像表示装置の表示領域に表示すべき画像の領域である表示対象領域と、
　　　前記表示対象領域に隣接する糊代領域と、
からなる部分画像を生成する第１生成ステップと、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の部分画像を当該画像表示装置に出力する第
１出力ステップと、
を有する
ことを特徴とする画像出力装置の制御方法である。
　本発明の第９の態様は、
　隣接して配置される複数の表示領域に対応する複数の画像表示装置のそれぞれに接続さ
れた画像出力装置の制御方法であって、
　前記複数の画像表示装置のそれぞれから、その画像表示装置の表示領域の前記複数の表
示領域に対する相対位置を少なくとも表す領域情報を取得する第１取得ステップと、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の前記領域情報に基づいて、
　　前記複数の画像表示装置で表示する元画像の領域のうち、
　　　当該画像表示装置の表示領域に表示すべき画像の領域である表示対象領域と、
　　　前記表示対象領域に隣接する糊代領域と、
からなる部分画像を生成する第１生成ステップと、
　前記画像表示装置毎に、その画像表示装置の部分画像を当該画像表示装置に出力する第
１出力ステップと、
を有し、
　前記表示対象領域から前記糊代領域に向かう方向である隣接方向における前記糊代領域
のサイズは、前記隣接方向に依存しない値であり、
　前記画像表示装置の前記領域情報は、その画像表示装置の部分画像のサイズをさらに表
すことを特徴とする画像出力装置の制御方法である。
　本発明の第１０の態様は、
　隣接して配置される複数の表示領域に対応する複数の画像表示装置のいずれかであり、
且つ、画像出力装置に接続された画像表示装置の制御方法であって、
　自身の表示領域である自表示領域の前記複数の表示領域に対する相対位置を少なくとも
表す情報を生成する第２生成ステップと、
　前記複数の画像表示装置で表示する元画像の領域のうち、前記自表示領域に表示すべき
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画像の領域である表示対象領域に隣接する領域である糊代領域を表す糊代情報を取得する
第５取得ステップと、
　前記情報を前記画像出力装置に出力する第２出力ステップと、
　前記第２出力ステップで出力した前記領域情報に基づいて、前記画像出力装置により生
成された部分画像であって、前記表示対象領域と前記糊代領域からなる部分画像を、前記
画像出力装置から取得する第６取得ステップと、
　前記部分画像に画像処理を施すことにより、処理部分画像を生成する画像処理ステップ
と、
　前記糊代情報が表す前記糊代領域の画像を前記処理部分画像から除去することにより、
表示用画像を生成する除去ステップと、
　前記表示用画像を前記自表示領域に表示する表示ステップと、
を有することを特徴とする画像表示装置の制御方法である。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、マルチディスプレイシステムの各画像表示装置で画像処理を簡易な構
成で高精度に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】実施例１に係るシステムの構成の一例を示すブロック図
【図２】実施例１に係るシステムの構成の一例を示す概略図
【図３】実施例１に係る画像表示装置の配置の一例を示す図
【図４】実施例１に係る部分領域の決定方法の一例を示す図
【図５】実施例１に係るタイル情報の一例を示す図
【図６】実施例１に係る糊代情報の一例を示す図
【図７】実施例１に係る糊代情報生成処理の流れの一例を示すフローチャート
【図８】実施例１に係る部分領域の決定方法の一例を示す図
【図９】実施例２に係るシステムの構成の一例を示すブロック図
【図１０】実施例２に係る画像処理モードと周辺画素数の関係の一例を示す図
【図１１】実施例３に係るＰｏｕｔＰモードの一例を示す図
【図１２】Ｔｉｌｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙの接続例を示す図
【図１３】Ｓｉｎｋ機器やＳｉｎｋモジュールの配置の一例を示す図
【図１４】実施例１に係る画素コピー法の一例を示す図
【図１５】実施例４に係るシステムの構成の一例を示すブロック図
【図１６】実施例４に係る画像表示装置の配置の一例を示す図
【図１７】実施例４に係る第１表示装置の部分領域の一例を示す図
【図１８】実施例４に係る第２表示装置の部分領域の一例を示す図
【図１９】実施例４に係る画像表示装置の配置の一例を示す図
【図２０】実施例４に係る第１表示装置の部分領域の一例を示す図
【図２１】実施例４に係る第２表示装置の部分領域の一例を示す図
【図２２】実施例４に係るシステムの動作の一例を示すタイムチャート
【図２３】実施例４に係る画像表示装置の配置の一例を示す図
【図２４】実施例４に係る画像表示装置の配置の一例を示す図
【図２５】実施例４に係る画像表示装置の配置の一例を示す図
【図２６】実施例４に係る画像出力装置の動作の一例を示すフローチャート
【図２７】図２６のＳ１０５の処理の一例を示すフローチャート
【図２８】実施例４に係る仮想表示装置の画面サイズの算出方法の一例を示す図
【図２９】実施例４に係る部分画像の回転方法の一例を示す図
【図３０】実施例５に係るシステムの構成の一例を示すブロック図
【図３１】図２６のＳ１０５の処理の一例を示すフローチャート
【図３２】実施例５に係る画面の回転と部分画像の関係の一例を示す図
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【図３３】実施例１に係るシステムの構成の一例を示すブロック図
【図３４】実施例１に係るシステムの構成の一例を示すブロック図
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　＜実施例１＞
　（システム）
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施例１に係る画像表示システム（マルチディス
プレイシステム）及びその制御方法について説明する。
　図２は、本実施例に係るマルチディスプレイシステムの構成の一例を示す概略図である
。図２に示すように、本実施例に係るマルチディスプレイシステムは、画像出力装置１０
０、及び、画像表示装置１０１～１０４を有する。画像出力装置１００は、ケーブル２０
１を用いて画像表示装置１０１に接続されており、ケーブル２０２を用いて画像表示装置
１０２に接続されている。また、画像出力装置１００は、ケーブル２０３を用いて画像表
示装置１０３に接続されており、ケーブル２０４を用いて画像表示装置１０４に接続され
ている。ケーブル２０１～２０４は、画像及び各種情報を伝送することのできるケーブル
である。ケーブル２０１～２０４としては、例えば、ＤｉｓｐｌａｙＰｏｒｔケーブルを
使用することができる。
　図３は、画像表示装置１０１～１０４の配置の一例を示す図である。図３に示すように
、本実施例では、複数の画面がタイル状に並ぶように複数の画像表示装置が配置されてい
る。
【００２４】
　図１は、本実施例に係るマルチディスプレイシステムの構成の一例を示すブロック図で
ある。
　画像出力装置１００は、元画像生成部１０５、部分画像生成部１０６、画像出力部Ａ１
０７、画像出力部Ｂ１０８、画像出力部Ｃ１０９、画像出力部Ｄ１１０、部分領域決定部
１１１、タイル情報取得部１１２、糊代情報取得部１１３、等を有する。画像出力装置１
００としては、例えば、パーソナルコンピュータを使用することができる。
　画像表示装置１０１は、画像入力部１１４、画像処理部１１５、糊代除去部１１６、表
示部１１７、タイル情報記憶部１１８、糊代情報記憶部１１９、等を有する。画像表示装
置１０２～画像表示装置１０４は、画像表示装置１０１と同様の構成を有する。
【００２５】
　（画像出力装置）
　画像出力装置１００の機能部について説明する。
　元画像生成部１０５は、本実施例に係るマルチディスプレイシステム（Ｔｉｌｅｄ　Ｄ
ｉｓｐｌａｙ）が有する複数の画像表示装置で表示する画像（元画像）を生成する。換言
すれば、元画像生成部１０５は、複数の画面に表示する元画像を生成する。例えば、画像
表示装置１０１で表示すべき画像、画像表示装置１０２で表示すべき画像、画像表示装置
１０３で表示すべき画像、及び、画像表示装置１０４で表示すべき画像を図３のように並
べて構成される１つの画像が、元画像として生成される。元画像の生成方法は特に限定さ
れない。例えば、元画像は、外部から取得されてもよいし、画像出力装置１００の内部に
予め用意されていてもよい。複数の画像や複数の画像パターンを組み合わせることで元画
像が生成されてもよい。元画像は、ラスタ形式の画像であってもよいし、ベクタ形式の画
像であってもよい。
　元画像生成部１０５は、生成した元画像を部分画像生成部１０６に出力する。
【００２６】
　部分画像生成部１０６は、画像表示装置毎に、元画像生成部１０５で生成された元画像
から部分画像を生成する（第１生成処理）。具体的には、画像表示装置毎に、その画像表
示装置に対して部分領域決定部１１１が決定した部分領域における画像が、元画像生成部
１０５で生成された元画像から、部分画像として抽出される。部分画像生成部１０６は、
画像表示装置１０１に対して生成した部分画像を画像出力部Ａ１０７に出力し、画像表示
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装置１０２に対して生成した部分画像を画像出力部Ｂ１０８に出力する。また、部分画像
生成部１０６は、画像表示装置１０３に対して生成した部分画像を画像出力部Ｃ１０９に
出力し、画像表示装置１０４に対して生成した部分画像を画像出力部Ｄ１１０に出力する
。
【００２７】
　画像出力部Ａ１０７は、ケーブル２０１を用いて画像表示装置１０１に接続されている
。画像出力部Ａ１０７は、画像表示装置１０１の部分画像を、画像表示装置１０１に出力
する。画像出力部Ａ１０７は、ケーブル２０１のインタフェース仕様に応じた形式で部分
画像を出力する。本実施例では、画像出力部Ａ１０７は、ＤｉｓｐｌａｙＰｏｒｔに準拠
した形式で部分画像を出力する。
　画像出力部Ｂ１０８、画像出力部Ｃ１０９、及び、画像出力部Ｄ１１０は、画像出力部
Ａ１０７と同様の機能を有する。
　具体的には、画像出力部Ｂ１０８は、ケーブル２０２を用いて画像表示装置１０２に接
続されており、画像表示装置１０２の部分画像を画像表示装置１０２に出力する。画像出
力部Ｃ１０９は、ケーブル２０３を用いて画像表示装置１０３に接続されており、画像表
示装置１０３の部分画像を画像表示装置１０３に出力する。画像出力部Ｄ１１０は、ケー
ブル２０４を用いて画像表示装置１０４に接続されており、画像表示装置１０４の画像表
示装置１０４に出力する。
【００２８】
　部分領域決定部１１１は、画像表示装置毎に部分領域を決定し、各画像表示装置の部分
領域を表す領域情報を部分画像生成部１０６に出力する。本実施例では、画像表示装置毎
に、元画像の領域のうち、表示対象領域と糊代領域からなる領域が、部分領域として決定
される。画像表示装置の表示対象領域は、その画像表示装置の画面に表示すべき画像の領
域である。画像表示装置の糊代領域は、その画像表示装置の表示対象領域に対して、当該
画像表示装置の画面から隣接する他の画面に向かう隣接方向の側に隣接する領域である。
本実施例では、画像表示装置毎に、その画像表示装置のタイル情報と糊代情報に基づいて
、当該画像表示装置の部分領域が決定される。画像表示装置のタイル情報は、その画像表
示装置の画面の、複数の画面（４つの画像表示装置１０１～１０４の４つの画面）に対す
る相対位置を少なくとも表す。画像表示装置の糊代情報は、その画像表示装置の表示対象
領域に隣接する糊代領域を表す。
【００２９】
　部分領域の決定方法の一例について図４を用いて説明する。
　図４において、符号４００は、元画像全体の領域を示す。図４の例では、元画像全体の
領域４００のサイズは、水平方向３８４０画素×垂直方向２１６０画素である。
　符号４０１は、画像表示装置１０１の表示対象領域を示し、符号４０２は、画像表示装
置１０２の表示対象領域を示し、符号４０３は、画像表示装置１０３の表示対象領域を示
し、符号４０４は、画像表示装置１０４の表示対象領域を示す。各表示対象領域のサイズ
は、水平方向１９２０画素×垂直方向１０８０画素である。
　本実施例では、画像表示装置のタイル情報として、その画像表示装置の画面の相対位置
と、当該画像表示装置の画面のサイズ（表示対象領域のサイズ）と、を表す情報が取得さ
れる。表示対象領域は、画面の相対位置とサイズから判断することができる。
　符号４０５は、表示対象領域４０１の下側に隣接する糊代領域の垂直方向（隣接方向）
のサイズを示し、符号４０６は、表示対象領域４０１の右側に隣接する糊代領域の水平方
向（隣接方向）のサイズを示す。図４の例では、サイズ４０５，４０６は２０画素である
。本実施例では、糊代情報として、隣接方向と、隣接方向における糊代領域のサイズと、
からなる情報が取得される。糊代領域は、隣接方向と、隣接方向における糊代領域のサイ
ズと、から判断することができる。
【００３０】
　まず、部分領域決定部１１１は、画像表示装置のタイル情報に基づいて、その画像表示
装置の表示対象領域を決定する。例えば、画像表示装置１０１については、領域４０１が
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表示対象領域として決定される。
　次に、部分領域決定部１１１は、画像表示装置に対して決定した表示対象領域と、当該
画像表示装置の糊代情報が表す糊代領域と、からなる領域を、部分領域として決定する。
具体的には、部分領域決定部１１１は、糊代情報に基づいて、糊代情報が表す糊代領域を
判断する。そして、部分領域決定部１１１は、表示対象領域と糊代領域からなる領域を、
部分領域として決定する。例えば、画像表示装置１０１については、表示対象領域４０１
の右側に水平方向２０画素分の糊代領域を付加すべきであり、且つ、表示対象領域４０１
の下側に垂直方向２０画素分の糊代領域を付加すべきであることが判断される。そして、
領域４０７が、画像表示装置１０１の部分領域として決定される。領域４０７は、表示対
象領域４０１、表示対象領域４０１の右側に隣接する糊代領域（水平方向の幅が２０画素
の糊代領域）、及び、表示対象領域４０１の下側に隣接する糊代領域（垂直方向の幅が２
０画素の糊代領域）からなる。
【００３１】
　タイル情報取得部１１２は、複数の画像表示装置（画像表示装置１０１～１０４）のそ
れぞれからタイル情報を取得する（第１取得処理）。タイル情報は、例えば、Ｄｉｓｐｌ
ａｙＰｏｒｔのＡｕｘｉｌｉａｒｙチャネルを通じて、画像表示装置のタイル情報記憶部
１１８から取得される。タイル情報は、画像出力装置が画像表示装置からＤｉｓｐｌａｙ
　ＩＤ（画像表示装置の識別子）を取得する処理と同様の方法で取得できる。
【００３２】
　本実施例では、ＶＥＳＡが提案したＤｉｓｐｌａｙ　ＩＤ　ｖ１．３のデータのＴｉｌ
ｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｔｏｐｏｌｏｇｙ　Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋに格納される情報がタ
イル情報として使用される例を説明する。図５にタイル情報の一例を示す。
　図５の例では、タイル情報は、“Ｔｉｌｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｔｏｐｏｌｏｇｙ”、
“Ｔｉｌｅ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ”、“Ｔｉｌｅ　Ｓｉｚｅ”、等を含む。
【００３３】
　“Ｔｉｌｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｔｏｐｏｌｏｇｙ”は、Ｔｉｌｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙ
で使用される複数の画面（表示対象領域）の配列を示す。具体的には、“Ｔｉｌｅｄ　Ｄ
ｉｓｐｌａｙ　Ｔｏｐｏｌｏｇｙ”は、“Ｔｏｔａｌ　Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　Ｈｏｒｉｚ
ｏｎｔａｌ　Ｔｉｌｅｓ”と“Ｔｏｔａｌ　Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ｔ
ｉｌｅｓ”を含む。“Ｔｏｔａｌ　Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　Ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ　Ｔｉｌ
ｅｓ”は、Ｔｉｌｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙで使用される複数の画面の水平方向の数を示す。
“Ｔｏｔａｌ　Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ｔｉｌｅｓ”は、Ｔｉｌｅｄ　
Ｄｉｓｐｌａｙで使用される複数の画面の垂直方向の数を示す。本実施例では、図３に示
すように、水平方向２個×垂直方向２個の４つの画面が使用される。そのため、図５の例
では、全ての画像表示装置において、“Ｔｏｔａｌ　Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　Ｈｏｒｉｚｏ
ｎｔａｌ　Ｔｉｌｅｓ”＝２、及び、“Ｔｏｔａｌ　Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　Ｖｅｒｔｉｃ
ａｌ　Ｔｉｌｅｓ”＝２が設定されている。
【００３４】
　“Ｔｉｌｅ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ”は、画面の相対位置を示す。具体的には、“Ｔｉｌｅ
　Ｌｏｃａｔｉｏｎ”は、“Ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ　Ｔｉｌｅ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ”と“
Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ｔｉｌｅ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ”を含む。“Ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ　Ｔ
ｉｌｅ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ”は、水平方向における画面の相対位置を示す。“Ｖｅｒｔｉ
ｃａｌ　Ｔｉｌｅ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ”は、垂直方向における画面の相対位置を示す。図
５の例では、左隅の画面の“Ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ　Ｔｉｌｅ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ”の値
として０が設定されている。そして、画面の相対位置が右へ進むにつれて“Ｈｏｒｉｚｏ
ｎｔａｌ　Ｔｉｌｅ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ”の値が１ずつ増えるように、“Ｈｏｒｉｚｏｎ
ｔａｌ　Ｔｉｌｅ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ”の値が設定されている。また、図５の例では、上
隅の画面の“Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ｔｉｌｅ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ”の値として０が設定され
ている。そして、画面の相対位置が下へ進むにつれて“Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ｔｉｌｅ　Ｌ
ｏｃａｔｉｏｎ”の値が１ずつ増えるように、“Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ｔｉｌｅ　Ｌｏｃａ
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ｔｉｏｎ”の値が設定されている。具体的には、画像表示装置１０１の画面は左上隅に位
置するため、画像表示装置１０１では、“Ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ　Ｔｉｌｅ　Ｌｏｃａｔ
ｉｏｎ”＝０、及び、“Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ｔｉｌｅ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ”＝０が設定さ
れている。画像表示装置１０２では、“Ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ　Ｔｉｌｅ　Ｌｏｃａｔｉ
ｏｎ”＝１、及び、“Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ｔｉｌｅ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ”＝０が設定され
ている。画像表示装置１０３では、“Ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ　Ｔｉｌｅ　Ｌｏｃａｔｉｏ
ｎ”＝０、及び、“Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ｔｉｌｅ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ”＝１が設定されて
いる。画像表示装置１０４では、“Ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ　Ｔｉｌｅ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ
”＝１、及び、“Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ｔｉｌｅ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ”＝１が設定されてい
る。
【００３５】
　“Ｔｉｌｅ　Ｓｉｚｅ”は、画面のサイズを示す。具体的には、“Ｔｉｌｅ　Ｓｉｚｅ
”は、“Ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ　Ｓｉｚｅ”と“Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ｓｉｚｅ”を含む。
“Ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ　Ｓｉｚｅ”は、水平方向における画面のサイズを示し、“Ｖｅ
ｒｔｉｃａｌ　Ｓｉｚｅ”は、垂直方向における画面のサイズを示す。本実施例では、全
ての画像表示装置において、画面のサイズが水平方向１９２０画素×垂直方向１０８０画
素であるものとする。そのため、図５の例では、全ての画像表示装置において、“Ｈｏｒ
ｉｚｏｎｔａｌ　Ｓｉｚｅ”＝１９２０、及び、“Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ｓｉｚｅ”＝１０
８０が設定されている。
【００３６】
　なお、タイル情報には上述した情報以外の情報が含まれていてもよい。例えば、ＶＥＳ
Ａで提案されている“Ｐｉｘｅｌ　Ｄｅｎｓｉｔｙ　＆　Ｔｉｌｅ　Ｂｅｚｅｌ　Ｉｎｆ
ｏｒｍａｔｉｏｎ”がタイル情報に含まれていてもよい。
　“Ｐｉｘｅｌ　Ｄｅｎｓｉｔｙ　＆　Ｔｉｌｅ　Ｂｅｚｅｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
”は、画素密度、及び、ベゼル（外枠）のサイズを表す情報である。“Ｐｉｘｅｌ　Ｄｅ
ｎｓｉｔｙ　＆　Ｔｉｌｅ　Ｂｅｚｅｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ”は、“Ｐｉｘｅｌ　
Ｄｅｎｓｉｔｙ”、“Ｔｏｐ　Ｂｅｘｅｌ　Ｓｉｚｅ”、“Ｂｏｔｔｏｍ　Ｂｅｘｅｌ　
Ｓｉｚｅ”、“Ｒｉｇｈｔ　Ｂｅｘｅｌ　Ｓｉｚｅ”、及び、“Ｌｅｆｔ　Ｂｅｘｅｌ　
Ｓｉｚｅ”を含む。“Ｐｉｘｅｌ　Ｄｅｎｓｉｔｙ”は、画素密度（１ｃｍあたりの画素
数）を示す。“Ｔｏｐ　Ｂｅｘｅｌ　Ｓｉｚｅ”は、ベゼルの上側部分（画面の上側に位
置する部分）の垂直サイズ（ｍｍ）を示す。“Ｂｏｔｔｏｍ　Ｂｅｘｅｌ　Ｓｉｚｅ”は
、ベゼルの下側部分の垂直サイズ（ｍｍ）を示す。“Ｒｉｇｈｔ　Ｂｅｘｅｌ　Ｓｉｚｅ
”は、ベゼルの右側部分の水平サイズ（ｍｍ）を示す。“Ｌｅｆｔ　Ｂｅｘｅｌ　Ｓｉｚ
ｅ”は、ベゼルの左側部分の水平サイズ（ｍｍ）を示す。
　ベゼルのサイズを使用すれば、画像表装置間でベゼルの分だけ表示画像（画面に表示さ
れた画像）が間延びしないように、表示対象領域を容易に調整することができる。
【００３７】
　糊代情報取得部１１３は、複数の画像表示装置（画像表示装置１０１～１０４）のそれ
ぞれから糊代情報を取得する（第２取得処理）。糊代情報は、例えば、ＤｉｓｐｌａｙＰ
ｏｒｔのＡｕｘｉｌｉａｒｙチャネルを通じて、画像表示装置の糊代情報記憶部１１９か
ら取得される。糊代情報は、画像出力装置が画像表示装置からＤｉｓｐｌａｙ　ＩＤ（画
像表示装置の識別子）を取得する処理と同様の方法で取得できる。
【００３８】
　本実施例では、図６に示すように、画像表示装置から出力されるデータに、糊代情報を
示す項目“Ｔｉｌｅ糊代Ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎ”が新たに設けられる。“Ｔｉｌｅ糊代Ｉ
ｎｆｏｍａｔｉｏｎ”は、“Ｔｏｐ糊代Ｓｉｚｅ”、“Ｂｏｔｔｏｍ糊代Ｓｉｚｅ”、“
Ｒｉｇｈｔ糊代Ｓｉｚｅ”、及び、“Ｌｅｆｔ糊代Ｓｉｚｅ”を含む。
　“Ｔｏｐ糊代Ｓｉｚｅ”は、表示対象領域の上側に隣接する糊代領域の垂直画素数を示
す。
　“Ｂｏｔｔｏｍ糊代Ｓｉｚｅ”は、表示対象領域の下側に隣接する糊代領域の垂直画素



(18) JP 6429476 B2 2018.11.28

10

20

30

40

50

数を示す。
　“Ｒｉｇｈｔ糊代Ｓｉｚｅ”は、表示対象領域の右側に隣接する糊代領域の水平画素数
を示す。
　“Ｌｅｆｔ糊代Ｓｉｚｅ”は、表示対象領域の左側に隣接する糊代領域の水平画素数を
示す。
　図６は、図３に示すように画面を並べた場合の糊代情報を示す。また、図６は、隣接方
向における糊代領域の画素数が２０画素である場合の例を示す。なお、糊代領域間で隣接
方向における画素数を異ならせることもできる。
【００３９】
　なお、糊代情報の伝送方法は上記方法に限らない。例えば、“Ｔｉｌｅｄ　Ｄｉｓｐｌ
ａｙ　Ｔｏｐｏｌｏｇｙ　Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ”のＲｅｓｅｒｖｅ領域に糊代情報が記
述されてもよい。
【００４０】
　（画像表示装置）
　画像表示装置１０１の機能部について説明する。
　なお、画像表示装置１０２～１０４は、画像表示装置１０１と同様の構成を有するため
、その説明は省略する。
【００４１】
　画像入力部１１４は、画像表示装置１０１の表示対象領域と糊代領域からなる部分領域
における元画像である部分画像を、画像出力装置１００から取得する（第６取得処理）。
　本実施例では、画像入力部１１４は、画像出力装置１００の画像出力部Ａ１０７から出
力された部分画像を受信する。画像入力部１１４は、ケーブル２０１のインタフェース仕
様に応じた形式で部分画像を受信する。本実施例では、画像入力部１１４は、Ｄｉｓｐｌ
ａｙＰｏｒｔに準拠した形式で部分画像を受信する。画像入力部１１４は、受信した部分
画像を画像処理部１１５に出力する。
【００４２】
　画像処理部１１５は、画像入力部１１４から出力された部分画像に所定の画像処理（１
つ以上の画像処理）を施すことにより、処理部分画像を生成する。そして、画像処理部１
１５は、処理部分画像を糊代除去部１１６に出力する。
　画像処理は、例えば、ノイズリダクション処理、鮮明化処理、色補正処理、等の高画質
化処理である。画像処理部１１５が行う画像処理には、周辺画素を参照する処理が含まれ
る。周辺画素は、画像処理の対象の画素である対象画素の周辺の画素である。周辺画素を
参照する画像処理は、例えば、フィルタ処理である。本実施例では、部分画像に糊代画像
（糊代領域における元画像）が含まれているため、表示対象領域の端部のうち、他の画面
が隣接する側の端部について、高精度な画像処理結果を得ることができる。
【００４３】
　また、本実施例では、画像処理部１１５は、部分画像の端部において、部分画像に隣接
する糊代画像（追加糊代画像）を部分画像から生成する端部処理を行う。そして、画像処
理部１１５は、端部処理を行った後に、周辺画素を参照する処理を行う。端部処理では、
例えば、画素コピー法により追加糊代画像が生成される。画素コピー法の一例を図１４に
示す。画素コピー法では、端部の画素値が追加糊代画像の画素値として使用される。図１
４において、白丸が部分画像の画素であり、グレー丸が追加糊代画像の画素である。丸内
に記載された数値は、画素値を示す。
【００４４】
　なお、端部処理の方法は上記方法に限らない。例えば、端部処理では、部分画像の端を
軸として部分画像の端部の画像を反転させることにより、追加糊代画像が生成されてもよ
い。
　なお、端部処理は行われなくてもよい。但し、端部処理を行えば、部分画像の端部のう
ち、他の画面が隣接しない側の端部についても、高精度な画像処理結果を得ることができ
る。
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【００４５】
　糊代除去部１１６は、糊代情報記憶部１１９から糊代情報を読み出す。そして、糊代除
去部１１６は、糊代情報が表す糊代領域の画像を処理部分画像から除去することにより、
表示用画像を生成する。その後、糊代除去部１１６は、生成した表示用画像を表示部１１
７へ出力する。表示用画像は、表示対象領域の画像である。
　なお、処理部分画像に追加糊代画像の領域が存在する場合には、糊代領域の画像と追加
糊代領域の画像とを処理部分画像から除去することにより、表示用画像が生成される。
【００４６】
　表示部１１７は、糊代除去部１１６から出力された表示用画像を自身の画面（画像表示
装置１０１の画面；自画面）に表示する。表示部１１７としては、液晶表示パネル、有機
ＥＬ表示パネル、プラズマ表示パネル、等を使用することができる。
【００４７】
　タイル情報記憶部１１８は、画像表示装置１０１のタイル情報を生成する（第２生成処
理）。そして、タイル情報記憶部１１８は、生成したタイル情報を記憶する。上述したよ
うに、本実施例では、ＶＥＳＡが提案したＤｉｓｐｌａｙ　ＩＤ　ｖ１．３のデータのＴ
ｉｌｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｔｏｐｏｌｏｇｙ　Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋに格納される情報
がタイル情報として使用される。具体的には、画像表示装置１０１のタイル情報記憶部１
１８では、図５の“画像表示装置１０１”列に記載の情報がタイル情報として生成される
。
　また、タイル情報記憶部１１８は、記憶しているタイル情報を画像出力装置１００に出
力する（第２出力処理）。具体的には、画像出力装置１００によって、タイル情報記憶部
１１８からタイル情報が読み出される。
　なお、タイル情報は、画像表示装置１０１～１０４の配置に応じて自動で生成されても
よいし、ユーザ操作に応じて生成されてもよい。例えば、他の画面を自画面に隣接して配
置した際に押下されるスイッチが画像表示装置に設けられていてもよい。そして、スイッ
チの押下状態に応じて自画面の相対位置が自動で決定されてもよい。また、ユーザ操作に
応じて自画面の相対位置が決定されてもよい。
　なお、第２生成処理と第２出力処理は互いに異なる機能部によって行われてもよい。
【００４８】
　糊代情報記憶部１１９は、画像表示装置１０１の糊代情報を取得する（第５取得処理）
。そして、糊代情報記憶部１１９は、生成した糊代情報を記憶する。本実施例では、糊代
情報記憶部１１９は、タイル情報記憶部１１８が記憶するタイル情報に基づいて糊代情報
を生成する。具体的には、糊代情報記憶部１１９は、タイル情報に基づいて糊代領域の隣
接方向（自画面から他の画面に向かう方向）を検出し、隣接方向の検出結果に基づいて糊
代情報を生成する。隣接方向は、“Ｔｉｌｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｔｏｐｏｌｏｇｙ”と
“Ｔｉｌｅ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ”を用いて検出することができる。また、本実施例では、
糊代情報記憶部１１９は、画像処理で必要となる周辺画素数に関する情報を画像処理部１
１５から取得する。そして、糊代情報記憶部１１９は、画像処理で必要となる周辺画素数
に応じて、隣接方向における糊代領域のサイズを決定する。具体的には、対象画素に対し
て左方向に隣接する４画素と右方向に隣接する４画素の計８画素が周辺画素として使用さ
れる場合には、隣接方向が左方向または右方向である糊代領域の水平サイズは４画素とな
る。また、画像処理部１１５において、周辺画素が互いに異なる複数の画像処理が行われ
ることがある。例えば、上記８画素を周辺画素として使用する処理Ａと、対象画素に対し
て左方向に隣接する６画素と右方向に隣接する６画素の計１２画素を周辺画素として使用
する処理Ｂと、が行われることがある。この場合には、隣接方向が左方向または右方向で
ある糊代領域の水平サイズは６画素となる。隣接方向が上方向または下方向である糊代領
域の垂直サイズも、同様の方法で決定される。その結果、本実施例では、表示対象領域に
対して隣接方向の側に隣接し、且つ、画像処理部１１５が表示対象領域に画像処理を施す
際に参照される領域を糊代領域として表す糊代情報が生成される。
　また、糊代情報記憶部１１９は、記憶している糊代情報を画像出力装置１００に出力す
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る（第３出力処理）。具体的には、画像出力装置１００によって、糊代情報記憶部１１９
から糊代情報が読み出される。
　なお、第５取得処理と第３出力処理は互いに異なる機能部によって行われてもよい。
　なお、隣接方向における糊代領域のサイズとして、画像処理で必要となる周辺画素数に
応じた値が予め定められていてもよい。また、隣接方向における糊代領域のサイズがユー
ザによって入力されてもよい。
【００４９】
　（糊代情報生成処理）
　糊代情報記憶部１１９による糊代情報生成処理（糊代情報を生成する処理）の流れの一
例について、図７のフローチャートを用いて説明する。
　なお、以下の各処理は、糊代情報記憶部１１９によって行われる。
【００５０】
　まず、タイル情報記憶部１１８が記憶するタイル情報に基づいて、自画面の上側に隣接
する他の画面が存在するか否かが判断される（Ｓ７０１）。換言すれば、自画面に対応す
る表示対象領域の上側に隣接する表示対象領域（他の画面に対応する表示対象領域）が存
在するか否かが判断される。自画面の上側に隣接する他の画面が存在する場合には（Ｓ７
０１：Ｙｅｓ）、Ｓ７０２に処理が進められ、自画面の上側に隣接する他の画面が存在し
ない場合には（Ｓ７０１：Ｎｏ）、Ｓ７０３に処理が進められる。
　Ｓ７０２では、“Ｔｉｌｅ糊代Ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎ”の“Ｔｏｐ糊代Ｓｉｚｅ”の値
として、画像処理で必要となる周辺画素数に応じた値が設定される（Ｔｏｐ糊代Ｓｉｚｅ
の設定）。
　Ｓ７０３では、“Ｔｉｌｅ糊代Ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎ”の“Ｔｏｐ糊代Ｓｉｚｅ”の値
として、０が設定される（Ｔｏｐ糊代Ｓｉｚｅの非設定）。
　換言すれば、Ｓ７０２では、隣接方向が上方向である糊代領域が設定され、Ｓ７０３で
は、隣接方向が上方向である糊代領域は設定されない。
【００５１】
　Ｓ７０２またはＳ７０３の次に、タイル情報記憶部１１８が記憶するタイル情報に基づ
いて、自画面の下側に隣接する他の画面が存在するか否かが判断される（Ｓ７０４）。自
画面の下側に隣接する他の画面が存在する場合には（Ｓ７０４：Ｙｅｓ）、Ｓ７０５に処
理が進められ、自画面の下側に隣接する他の画面が存在しない場合には（Ｓ７０４：Ｎｏ
）、Ｓ７０６に処理が進められる。
　Ｓ７０５では、“Ｔｉｌｅ糊代Ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎ”の“Ｂｏｔｔｏｍ糊代Ｓｉｚｅ
”の値として、画像処理で必要となる周辺画素数に応じた値が設定される（Ｂｏｔｔｏｍ
糊代Ｓｉｚｅの設定）。
　Ｓ７０６では、“Ｔｉｌｅ糊代Ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎ”の“Ｂｏｔｔｏｍ糊代Ｓｉｚｅ
”の値として、０が設定される（Ｂｏｔｔｏｍ糊代Ｓｉｚｅの非設定）。
【００５２】
　Ｓ７０５またはＳ７０６の次に、タイル情報記憶部１１８が記憶するタイル情報に基づ
いて、自画面の右側に隣接する他の画面が存在するか否かが判断される（Ｓ７０７）。自
画面の右側に隣接する他の画面が存在する場合には（Ｓ７０７：Ｙｅｓ）、Ｓ７０８に処
理が進められ、自画面の右側に隣接する他の画面が存在しない場合には（Ｓ７０７：Ｎｏ
）、Ｓ７０９に処理が進められる。
　Ｓ７０８では、“Ｔｉｌｅ糊代Ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎ”の“Ｒｉｇｈｔ糊代Ｓｉｚｅ”
の値として、画像処理で必要となる周辺画素数に応じた値が設定される（Ｒｉｇｈｔ糊代
Ｓｉｚｅの設定）。
　Ｓ７０９では、“Ｔｉｌｅ糊代Ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎ”の“Ｒｉｇｈｔ糊代Ｓｉｚｅ”
の値として、０が設定される（Ｒｉｇｈｔ糊代Ｓｉｚｅの非設定）。
【００５３】
　Ｓ７０８またはＳ７０９の次に、タイル情報記憶部１１８が記憶するタイル情報に基づ
いて、自画面の左側に隣接する他の画面が存在するか否かが判断される（Ｓ７１０）。自
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画面の左側に隣接する他の画面が存在する場合には（Ｓ７１０：Ｙｅｓ）、Ｓ７１１に処
理が進められ、自画面の左側に隣接する他の画面が存在しない場合には（Ｓ７１０：Ｎｏ
）、Ｓ７１２に処理が進められる。
　Ｓ７１１では、“Ｔｉｌｅ糊代Ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎ”の“Ｌｅｆｔ糊代Ｓｉｚｅ”の
値として、画像処理で必要となる周辺画素数に応じた値が設定される（Ｌｅｆｔ糊代Ｓｉ
ｚｅの設定）。
　Ｓ７１２では、“Ｔｉｌｅ糊代Ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎ”の“Ｌｅｆｔ糊代Ｓｉｚｅ”の
値として、０が設定される（Ｌｅｆｔ糊代Ｓｉｚｅの非設定）。
【００５４】
　Ｓ７１１またはＳ７１２の次に、“Ｔｏｐ糊代Ｓｉｚｅ”、“Ｂｏｔｔｏｍ糊代Ｓｉｚ
ｅ”、“Ｒｉｇｈｔ糊代Ｓｉｚｅ”、及び、“Ｌｅｆｔ糊代Ｓｉｚｅ”の設定値が、糊代
情報記憶部１１９が有する記憶媒体に記録される（Ｓ７１３）。記録媒体としては、半導
体メモリ、磁気ディスク、光ディスク、等を使用することができる。
【００５５】
　図３に示すように画像表示装置１０１～１０４が配置されている場合、画像表示装置１
０１の画面の上側に隣接する画面、及び、画像表示装置１０１の画面の左側に隣接する画
面は存在しない。そして、画像表示装置１０１の画面の右側に隣接する画面、及び、画像
表示装置１０１の画面の下側に隣接する画面は存在する。そのため、画像表示装置１０１
では、Ｓ７０３、Ｓ７０６、Ｓ７０８、及び、Ｓ７１２の処理が行われる。その結果、画
像表示装置１０１では、“Ｔｏｐ糊代Ｓｉｚｅ”の値として、０が設定され、“Ｂｏｔｔ
ｏｍ糊代Ｓｉｚｅ”の値として、画像処理で必要となる周辺画素数に応じた値（本実施例
では２０画素）が設定される。そして、“Ｒｉｇｈｔ糊代Ｓｉｚｅ”の値として２０が設
定され、“Ｌｅｆｔ糊代Ｓｉｚｅ”の値として０が設定される。
　画像表示装置１０２～１０４でも、画像表示装置１０１と同様の方法で糊代情報が生成
される。図３に示すように画像表示装置１０１～１０４が配置されている場合、各画像表
示装置の糊代情報として、図６に示す糊代情報が生成される。
【００５６】
　以上述べたように、本実施例によれば、表示対象領域の画像ではなく、表示対象領域と
糊代領域とからなる部分領域の画像が、部分画像として画像出力装置から画像表示装置へ
出力される。そして、画像表示装置では、部分画像に対して画像処理が施される。それに
より、マルチディスプレイシステムの各画像表示装置で画像処理を簡易な構成で高精度に
行うことができる。具体的には、本実施例では、画像表示装置間を繋ぐ通信線は使用され
ないため、接続の煩雑化、コストの増加、等を抑制することができる。そして、本実施例
では、表示対象領域に対する画像処理において糊代領域の画素値を参照することができる
ため、表示対象領域について高精度な画像処理結果を得ることができる。
【００５７】
　なお、本実施例では、水平方向２個×垂直方向２個の計４個の画像表示装置を使用する
場合の例を説明したが、画像表示装置の数及び配置はこれに限らない。例えば、画像表示
装置の数は４より多くても少なくてもよい。複数の画面が短冊状に並ぶように複数の画像
表示装置が配置されてもよい。
　なお、本実施例では、タイル情報が画面の相対位置とサイズを表す例を説明したが、こ
れに限らない。例えば、表示用画像を画面サイズが予め定められている場合には、タイル
情報は画面の相対位置のみを表してもよい。
【００５８】
　なお、本実施例では、糊代情報が隣接方向とサイズからなる例を説明したが、これに限
らない。糊代情報は、糊代領域を表す情報であればよい。例えば、糊代情報は、糊代領域
の各頂点の座標を含む情報であってもよい。糊代情報は、糊代領域の位置座標とサイズを
含む情報であってもよい。
　なお、本実施例では、表示対象領域に画像処理を施す際に参照される領域を糊代領域と
して使用する例を説明したが、これに限らない。糊代領域は、表示対象領域に画像処理を
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施す際に参照される領域より大きくても小さくてもよい。但し、表示対象領域に対する画
像処理の精度の観点から、糊代領域は、表示対象領域に画像処理を施す際に参照される領
域より大きいことが好ましい。また、部分画像の伝送時間の観点から、糊代領域は小さい
ことが好ましい。表示対象領域に画像処理を施す際に参照される領域を糊代領域として使
用すれば、短時間で部分画像を伝送することができ、且つ、表示対象領域に対する画像処
理を高精度に行うことができる。
【００５９】
　なお、本実施例では、画像表示装置から画像出力装置へ糊代情報が通知される例を説明
したが、これに限らない。例えば、複数の隣接方向のそれぞれについて、その隣接方向に
おける糊代領域のサイズが予め定められていてもよい。その場合には、画像出力装置がタ
イル情報から糊代領域を決定することができるため、画像表示装置から画像出力装置へ糊
代情報が通知されなくてもよい。
【００６０】
　また、隣接方向における糊代領域のサイズとして、隣接方向に依存しない値が予め定め
られていてもよい。そして、画像表示装置のタイル情報として、その画像表示装置の部分
領域のサイズをさらに表す情報が生成されてもよい。そのようなタイル情報を使用する場
合には、タイル情報から部分領域を決定することができるため、画像表示装置から画像出
力装置へ糊代情報が通知されなくてもよい。
【００６１】
　図８を用いて詳しく説明する。図８は、水平方向３個×垂直方向３個の計９個の画像表
示装置を使用する場合の例を示す。
　画像出力装置は、タイル情報から、表示対象領域を決定することができる。そして、画
像出力装置は、タイル情報から、隣接方向（表示対象領域と糊代領域の位置関係）を検出
することができる。部分領域のサイズをさらに表すタイル情報を使用する場合には、表示
対象領域、隣接方向、及び、部分領域サイズ（部分領域のサイズ）から、部分領域を決定
することができる。
【００６２】
　例えば、画像出力装置は、タイル情報から、表示対象領域８０１が中心の画面に表示す
べき領域であることを把握できる。また、画像出力装置は、タイル情報から、上方向、下
方向、左方向、及び、右方向のそれぞれが隣接方向であることを把握できる。そして、画
像出力装置は、これらの情報と、タイル情報に含まれる部分領域サイズと、に基づいて、
破線で示された領域８０２を部分領域として決定することができる。領域８０２は、表示
対象領域８０１の上辺、下辺、左辺、及び、右辺のそれぞれに糊代領域を付加した領域で
ある。
　また、画像出力装置は、タイル情報から、表示対象領域８０３が左上隅の画面に表示す
べき領域であることを把握できる。また、画像出力装置は、タイル情報から、右方向と下
方向のそれぞれが隣接方向であることを把握できる。そして、画像出力装置は、これらの
情報と、タイル情報に含まれる部分領域サイズと、に基づいて、破線で示された領域８０
４を部分領域として決定することができる。領域８０４は、表示対象領域８０３の下辺と
右辺のそれぞれに糊代領域を付加した領域である。
　他の画像表示装置についても、同様に部分領域を決定することができる。
【００６３】
　なお、上下方向と左右方向とで、隣接方向における糊代領域のサイズが異なっていても
よい。上方向と下方向とで隣接方向における糊代領域のサイズが同じであり、且つ、左方
向と右方向とで隣接方向における糊代領域のサイズが同じであれば、タイル情報から部分
領域を決定する上記処理を実現できる。
【００６４】
　なお、本実施例では、複数の画像表示装置が画像出力装置に接続されている例を説明し
たが、これに限らない。例えば、１つの画像表示装置内に複数の画像表示モジュールが設
けられており、複数の画像表示モジュールが画像出力装置に接続されていてもよい。図３
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３に、その例を示す。図３３において、図１と同じ機能部には図１と同じ符号を付し、そ
の説明は省略する。図３３の例では、画像表示装置７０００が４つの画像表示モジュール
７０１０～７０４０を有しており、４つの画像表示モジュール７０１０～７０４０の４つ
の画面（分割画面）により、画像表示装置７０００の画面が構成されている。そして、４
つの画像表示モジュール７０１０～７０４０は、画像出力装置１００に接続されている。
画像表示モジュール７０１０～７０４０は、図１の画像表示装置１０１～１０４と同様の
機能を有する。そのため、画像出力装置１００では、画像表示モジュール毎に部分画像の
生成及び出力が行われ、各画像表示モジュールで表示用画像の生成及び表示が行われる。
【００６５】
　なお、図３３の例では、複数の画像表示モジュールに対応する複数の表示部（表示パネ
ル）が設けられているが、これに限らない。例えば、画像表示装置は１つの表示部を有し
ていてもよい。即ち、画像表示装置の画面は物理的に分割されていなくてもよい。その場
合には、画面の領域を構成する複数の分割領域を上記複数の分割画面とみなせばよい。図
３４に、その例を示す。図３４において、図１と同じ機能部には図１と同じ符号を付し、
その説明は省略する。図３４の例では、画像表示装置８０００は、４つの画像表示モジュ
ール８０１０～８０４０と、１つの表示部８０５０と、を有する。表示部８０５０は表示
パネルである。図３４の例では、画像表示装置８０００の画面の領域を構成する４つの分
割領域が設定されており、４つの分割領域に４つの画像表示モジュール８０１０～８０４
０が対応付けられている。画像表示モジュール８０１０～８０４０は、対応する分割領域
における画像表示を担っている。具体的には、表示部８０５０は、複数の表示素子を有す
る。そして、分割領域毎に、その分割領域における表示素子が、当該分割領域における画
像表示を担う画像表示モジュールから出力された表示用画像（データ）に応じて駆動され
る。
【００６６】
　＜実施例２＞
　以下、本発明の実施例２に係る画像表示システム（マルチディスプレイシステム）及び
その制御方法について説明する。
　実施例１では、所定の画像処理が実行される例を説明した。そして、実施例１では、糊
代領域のサイズが固定値（またはユーザが入力した値）である場合の例を説明した。本実
施例では、実行する画像処理と、糊代領域のサイズと、を画像処理モードに応じて自動で
変更する例を説明する。
【００６７】
　図９は、本実施例に係るマルチディスプレイシステムの構成の一例を示すブロック図で
ある。なお、実施例１（図１）と同じ機能部には実施例１と同じ符号を付し、その説明は
省略する。
　図９に示すように、本実施例に係るマルチディスプレイシステムは、画像出力装置１０
０、及び、画像表示装置９０１～９０４を有する。
　画像表示装置９０１は、実施例１の画像表示装置１０１が有する機能部の他に、モード
設定部９０５をさらに有する。
【００６８】
　モード設定部９０５は、画像処理部１１５で実行される画像処理が互いに異なる複数の
画像処理モードのうちのいずれかを設定する（第１設定処理）。画像処理モードは、ユー
ザ操作に応じて設定されてもよいし、画像表示装置の設置環境、元画像の種類、等に応じ
て自動で設定されてもよい。
　画像処理部１１５は、実施例１の画像処理部１１５と同様の機能を有する。但し、本実
施例では、画像処理部１１５は、設定されている画像処理モードに応じた画像処理を実行
する。
　糊代情報記憶部１１９は、実施例１の糊代情報記憶部１１９と同様の機能を有する。但
し、本実施例では、糊代情報記憶部１１９では、設定されている画像処理モードに応じた
サイズの糊代領域を表す糊代情報が生成される。具体的には、実施例１と同様に、糊代情
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報記憶部１１９は、画像処理部１１５が実行する画像処理で必要となる周辺画素数に関す
る情報を画像処理部１１５から取得する。そして、糊代情報記憶部１１９は、画像処理部
１１５が実行する画像処理で必要となる周辺画素数に応じて、隣接方向における糊代領域
のサイズを決定する。上述したように、本実施例の画像処理部１１５では、設定されてい
る画像処理モードに応じた画像処理が実行される。そのため、本実施例では、画像処理で
必要となる周辺画素数が画像処理モードに応じて変化し、隣接方向における糊代領域のサ
イズも画像処理モードに応じて変化する。
　画像表示装置９０２～９０４は、画像表示装置９０１と同様の構成を有する。
【００６９】
　本実施例に係る画像表示装置の動作について説明する。
　モード設定部９０５が設定可能な複数の画像処理モードは、例えば、ダイナミックモー
ド、シネマモード、等を含む。ダイナミックモードは積極的な画作りを行う画像処理モー
ドであり、シネマモードは元画像の雰囲気を壊さないように弱めの画作りを行う画像処理
モードである。画像処理モード、画像処理、及び、周辺画素数の関係の一例を図１０に示
す。図１０に示す“周辺画素数”は、対象画素に対して隣接方向に隣接する周辺画素群を
構成する周辺画素の数である。図１０に示す“周辺画素数”は、対応する画像処理で必要
となる糊代領域の、隣接方向におけるサイズと言うこともできる。
【００７０】
　モード設定部９０５は、画像処理モードを設定した際に、設定した画像処理モードを表
すモード情報を画像処理部１１５に通知する。画像処理部１１５は、モード情報に応じた
画像処理を実行する。また、画像処理部１１５は、モード情報に応じた画像処理で参照さ
れる周辺画素数に関する情報（周辺画素情報）を糊代情報記憶部１１９に出力する。そし
て、糊代情報記憶部１１９は、周辺画素情報に応じて、隣接方向における糊代領域のサイ
ズを決定する。モード情報に応じた画像処理として複数の画像処理が実行される場合には
、周辺画素数が最も多い画像処理に合わせて糊代領域のサイズが決定される。
【００７１】
　図１０の例では、ダイナミックモードが設定されている場合に、画像処理として、ノイ
ズリダクション処理と、鮮明化処理と、が実行される。
　ダイナミックモードが設定されているときに実行されるノイズリダクション処理では、
隣接方向におけるサイズが８画素の糊代領域が必要となる。そして、ダイナミックモード
が設定されているときに実行される鮮明化処理では、隣接方向におけるサイズが４画素の
糊代領域が必要となる。そのため、ダイナミックモードが設定されている場合、隣接方向
における糊代領域のサイズは最低でも８画素だけ必要となる。その結果、ダイナミックモ
ードが設定されている場合には、隣接方向における糊代領域のサイズとして８画素が設定
される。
　シネマモードが設定されているときに実行されるノイズリダクション処理では、隣接方
向におけるサイズが５画素の糊代領域が必要となる。そして、シネマモードが設定されて
いるときに実行される鮮明化処理では、隣接方向におけるサイズが１画素の糊代領域が必
要となる。そのため、シネマモードが設定されている場合、隣接方向における糊代領域の
サイズは最低でも５画素だけ必要となる。その結果、シネマモードが設定されている場合
には、隣接方向における糊代領域のサイズとして５画素が設定される。
【００７２】
　以上述べたように、本実施例では、設定されている画像処理モードに応じたサイズの糊
代領域が決定される。その結果、最低限必要なサイズの糊代領域を含む部分領域を決定す
ることができ、表示対象領域について高精度な画像処理結果をより確実に得ることができ
る。また、必要以上に大きい糊代領域を含む部分領域が決定されることを抑制することが
でき、データサイズが必要以上に大きい部分画像が伝送されることを抑制することができ
る。
【００７３】
　＜実施例３＞
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　以下、本発明の実施例３に係る画像表示システム（マルチディスプレイシステム）及び
その制御方法について説明する。
　実施例２では、画像処理モードに応じて糊代領域のサイズを変更する例を説明した。本
実施例では、表示モードに応じて糊代画像を付加するか否かを決定する例を説明する。
　本実施例に係るマルチディスプレイシステムの構成は、実施例２（図９）と同じである
。
　但し、モード設定部９０５の処理が実施例２と異なる。
【００７４】
　モード設定部９０５は、複数の表示モードのいずれかを設定する。複数の表示モードは
、第１表示モードと第２表示モードを含む。第１表示モードは、Ｔｉｌｅｄ　Ｄｉｓｐｌ
ａｙで使用される複数の画面に１枚の画像を構成する複数の分割画像を表示する表示モー
ドである。第２表示モードは、図１１に示すように、複数の画面にそれぞれ独立した複数
の独立画像を表示する表示モードである。表示モードは、例えば、ユーザ操作に応じて設
定される。なお、表示モードは、元画像の種類に応じて自動で設定されてもよい。本実施
例では、第２表示モードを“ＰｏｕｔＰ（Ｐｉｃｔｕｒｅ　ｏｕｔ　Ｐｉｃｔｕｒｅ）モ
ード”と呼ぶ。
【００７５】
　画像処理部１１５は、実施例１の画像処理部１１５と同様の機能を有する。但し、Ｐｏ
ｕｔＰモード時は、自画面に表示された画像は、自画面に隣接する画面に表示された画像
に連続した画像ではない。そのため、表示対象領域外の画素を参照する画像処理を行うと
、表示対象領域外の画素を参照しない画像処理を行う場合に比べて画質が低下してしまう
。そこで、本実施例では、画像処理部１１５は、ＰｏｕｔＰモードが設定されている場合
に、表示対象領域外の画素を参照しない画像処理を実行する。具体的には、ＰｏｕｔＰモ
ードが設定されている場合に、表示対象領域の画像のみを使用して画像処理を実行する。
　また、画像処理部１１５は、ＰｏｕｔＰモードが設定されている場合に、周辺画素数が
０であることを表す周辺画素情報を糊代情報記憶部１１９に通知する。ＰｏｕｔＰモード
が設定されている場合の周辺画素情報は、糊代画像を付加しないこと、糊代領域のサイズ
が０であること、等を表す情報であってもよい。
　なお、ＰｏｕｔＰモードが設定されている場合に、実施例１で述べた端部処理が行われ
てもよい。
【００７６】
　糊代情報記憶部１１９は、実施例１の糊代情報記憶部１１９と同様の機能を有する。但
し、本実施例では、糊代情報記憶部１１９は、ＰｏｕｔＰモードが設定されている場合に
、上記周辺画素情報に応じて、糊代領域のサイズを０にする。即ち、本実施例では、第１
表示モードが設定されている場合に糊代領域のサイズが０より大きい値にされ、第２表示
モードが設定されている場合に糊代領域のサイズが０にされる。
【００７７】
　以上述べたように、本実施例によれば、ＰｏｕｔＰモードが設定されている場合に糊代
領域のサイズが０にされる。それにより、画像処理において糊代領域の画素が使用される
ことを抑制することができ、糊代領域の画素を使用することによる画質の低下を抑制する
ことができる。
　なお、本実施例の構成と実施例２の構成を組み合わせてもよい。具体的には、第１表示
モードが設定されている場合に、画像処理モードに応じたサイズの糊代領域が決定されて
もよい。
【００７８】
　＜実施例４＞
　以下、本発明の実施例４に係る画像表示システム（マルチディスプレイシステム）及び
その制御方法について説明する。
　マルチディスプレイシステムでは、画像表示装置には、画面に垂直な方向を軸として画
面を回転可能な画像表示装置が使用されることがある。しかしながら、実施例１～３では
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、このような画面の回転について考慮していなかった。画像表示装置では、通常、画面の
回転角が０°のときの画面の水平方向に画像の水平方向を一致させて画像が画面に表示さ
れる。そのため、実施例１～３の技術を用いた場合には、画面の回転を考慮していないた
め、表示用画像が画面の回転方向に画面の回転角だけ回転されて表示されてしまうことが
ある。また、実施例１～３の技術を用いた場合には、画面の回転を考慮していないため、
隣接方向（画面から隣接する他の画面に向かう方向）が誤検出され、糊代領域が誤決定さ
れてしまうことがある。
　本実施例では、画面に垂直な方向を軸として画面を回転可能な画像表示装置を使用する
場合において、正確な糊代領域を決定することができ、且つ、適切な画像表示を行うこと
ができる例について説明する。
【００７９】
　（システム）
　図１５は、本実施例に係るマルチディスプレイシステムの構成の一例を示すブロック図
である。
　図１５に示すように、本実施例に係るマルチディスプレイシステムは、画像出力装置３
０００と仮想表示装置３５００を有する。
　仮想表示装置３５００は、第１表示装置１０００と第２表示装置２０００を有する。第
１表示装置１０００と第２表示装置２０００は、画像表示装置である。第１表示装置１０
００と第２表示装置２０００は、それらの画面がタイル状に並ぶように配置されている。
仮想表示装置３５００は、第１表示装置１０００の画面と第２表示装置２０００の画面と
からなる画面群を１つの画面とみなした仮想的な画像表示装置である。
　画像出力装置３０００は、第１ケーブル１５００を用いて第１表示装置１０００に接続
されており、第２ケーブル２５００を用いて第２表示装置２０００に接続されている。
　以後の説明において、“画像表示装置”は、仮想表示装置３５００ではなく、第１表示
装置１０００や第２表示装置２０００を意味するものとする。
【００８０】
　第１ケーブル１５００と第２ケーブル２５００は、画像データだけでなく、制御信号、
設定値、コマンド、等の送受信に対応している。図１５では、説明をわかりやすくするた
めに、画像データの伝送経路が、他の信号（制御信号、設定値、コマンド、等）の伝送経
路と区別して記載されている。しかし、画像データと他の信号は１本のケーブルを用いて
送受信されてもよい。例えば、第１ケーブル１５００や第２ケーブル２５００としてＤＰ
（ＤｉｓｐｌａｙＰｏｒｔ）ケーブルを用いれば、ＡＵＸ（ａｕｘｉｌｉａｒｙ）チャネ
ルを用いることで、画像データだけでなく、制御信号、設定値、コマンド、等を送受信す
ることができる。
【００８１】
　本実施例では、仮想表示装置の画面を構成する複数の画面の配列を“トポロジ”と呼び
、画像表示装置の画面の相対位置（仮想表示装置の画面を構成する複数の画面に対する相
対位置）を“ロケーション”と呼ぶ。水平方向Ｘ個×垂直方向Ｙ個の画面によって仮想表
示装置の画面が構成される場合のトポロジをＴ（Ｘ，Ｙ）と記載する。そして、左からＡ
番目、且つ、上からＢ番目の画面のロケーションをＬ［Ａ－１，Ｂ－１］と記載する。
【００８２】
　（画像表示装置）
　第１表示装置１０００の機能部について説明する。
　第１表示装置１０００の画面は、当該画面に垂直な方向を軸として回転可能である。
【００８３】
　第１画像入力部１０１０は、画像出力装置３０００の第１画像出力部３０５０から出力
された部分画像を取得する。
【００８４】
　第１画像処理部１０２０は、第１表示装置１０００に入力された部分画像に画像処理を
施すことにより、処理部分画像を生成する。そして、第１画像処理部１０２０は、処理部
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分画像から糊代領域の画像を除去することにより、表示用画像を生成する。
　なお、画像処理と糊代領域の画像を除去する処理とは、互いに異なる機能部によって行
われてもよい。
【００８５】
　第１表示部１０３０は、表示用画像を自画面に表示する。具体的には、第１表示部１０
３０は、自画面の回転角が０°のときの自画面の水平方向に表示用画像の水平方向を一致
させて表示用画像を自画面に表示する。
【００８６】
　第１回転検出部１０４０は、自画面の回転を検出し、検出結果（自画面の回転方向と回
転角を表す回転情報）を出力する。第１回転検出部１０４０は、例えば、自画面の回転を
検出するセンサを用いて、自画面の回転を検出する。なお、第１回転検出部１０４０は、
自画面の回転方向と回転角をユーザに入力させてもよい。例えば、第１回転検出部１０４
０は、自画面の回転方向と回転角をユーザが入力する入力ボタンを有していてもよい。そ
して、第１回転検出部１０４０は、入力ボタンに対するユーザ操作に応じて、自画面の回
転方向と回転角を決定してもよい。第１回転検出部１０４０は、自画面の回転方向と回転
角をユーザが入力するＧＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）画
像を自画面に表示させてもよい。
【００８７】
　第１制御部１０５０は、第１表示装置１０００の各機能部を制御する。詳細は後述する
が、第１制御部１０５０は、タイル情報を生成する処理、糊代候補情報を生成する処理、
等も行う。また、第１制御部１０５０は、自画面の回転方向や回転角が変化する度に、部
分画像を変更する変更要求を出力する。本実施例では、変更要求として、上述した回転情
報が出力される。回転情報は、第１通信部１０６０を介して画像出力装置３０００に出力
される（第５出力処理）。糊代候補情報は、表示対象領域の辺毎に、その辺に隣接する糊
代領域候補（糊代領域の候補）を表す情報である。本実施例では、糊代情報ではなく、糊
代候補情報が、第１通信部１０６０を介して画像出力装置３０００に出力される（第４出
力処理）。
【００８８】
　第１通信部１０６０は、画像出力装置３０００の第１通信部３０７０との間で、制御信
号、設定値、コマンド、等の送受信を行うインタフェースである。例えば、第１通信部１
０６０は、画像出力装置３０００の第１通信部３０７０に、タイル情報、回転情報、糊代
候補情報、等を出力する。詳細は後述するが、本実施例では、画像出力装置３０００にお
いて糊代領域が決定される。そして、第１表示装置１０００は、画像出力装置３０００か
ら糊代情報を取得する。
【００８９】
　第２表示装置２０００は第１表示装置１０００と同様の機能を有するため、その詳細な
説明は省略する。第２画像入力部２０１０は第１画像入力部１０１０と同様の機能を有し
、第１画像処理部２０２０は第１画像処理部１０２０と同様の機能を有し、第２表示部２
０３０は第１表示部１０３０と同様の機能を有する。そして、第２回転検出部２０４０は
第１回転検出部１０４０と同様の機能を有し、第２制御部２０５０は第１制御部１０５０
と同様の機能を有し、第２通信部２０６０は第１通信部１０６０と同様の機能を有する。
【００９０】
　（画像出力装置）
　画像出力装置３０００の機能部について説明する。
【００９１】
　画像記憶部３０１０は、画像を記憶する記憶装置である。画像記憶部３０１０には、例
えば、元画像の候補、元画像を生成する際に使用される画像パターン、その他の画像、等
が予め記録されている。画像記憶部３０１０としては、磁気ディスク、半導体メモリ、光
ディスク、等を使用することができる。
【００９２】
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　元画像生成部３０２０は、画像記憶部３０１０が記憶する画像を用いて元画像を生成す
る。元画像生成部３０２０は、元画像以外の画像（ＧＵＩ画像など）の生成も実行可能で
ある。
【００９３】
　部分画像生成部３０３０は、元画像生成部３０２０で生成された元画像から、第１表示
装置１０００用の部分画像と、第２表示装置２０００用の部分画像と、を生成する。実施
例１～３で述べたように、表示対象領域と糊代領域とからなる部分領域における元画像が
、部分画像として生成される。部分領域は、後述する制御部３０４０で決定される。
【００９４】
　制御部３０４０は、画像出力装置３０００の各機能部を制御する。詳細は後述するが、
制御部３０４０は、各画像表示装置の糊代領域を決定する処理、各画像表示装置の部分領
域を決定する処理、等も行う。また、制御部３０４０は、画像表示装置の画面の回転方向
や回転角が変化する度に、当該画像表示装置の部分領域を更新（再決定）する。そして、
部分画像生成部３０３０は、画像表示装置の画面の回転方向や回転角が変化する度に、当
該画像表示装置の部分画像を更新（再決定）する。本実施例では、タイル情報と回転情報
に基づいて表示対象領域が決定され、タイル情報、糊代候補情報、及び、回転情報に基づ
いて糊代領域が決定される。具体的には、タイル情報と回転情報に基づいて、糊代候補情
報が表す複数の糊代領域候補の中から、表示対象領域に対して隣接方向の側に隣接する糊
代領域候補が、糊代領域として選択される。より具体的には、タイル情報と回転情報に基
づいて隣接方向が検出され、糊代候補情報が表す複数の糊代領域候補の中から、表示対象
領域に対して隣接方向の側に隣接する糊代領域候補が、糊代領域として選択される。そし
て、表示対象領域と糊代領域を合わせた領域が、部分領域として決定される。第１表示装
置１０００のタイル情報、糊代候補情報、及び、回転情報は、第１通信部３０７０を介し
て第１表示装置１０００から取得される。第２表示装置２０００のタイル情報、糊代候補
情報、及び、回転情報は、第２通信部３０８０を介して第２表示装置２０００から取得さ
れる。
【００９５】
　第１画像回転部３１００は、第１表示装置１０００の回転情報に基づいて第１表示装置
１０００の部分画像を回転させることにより、回転後画像を生成する。具体的には、第１
表示装置１０００の部分画像を、第１表示装置１０００の回転情報が表す回転方向と逆方
向に、当該回転情報が表す回転角だけ回転させることにより、回転後画像が生成される。
第１画像回転部３１００は、回転後画像を第１画像出力部３０５０に出力する。
【００９６】
　第２画像回転部３２００は、第１表示装置２０００の回転情報に基づいて第２表示装置
２０００の部分画像を回転させることにより、回転後画像を生成する。具体的には、第２
表示装置２０００の部分画像を、第２表示装置２０００の回転情報が表す回転方向と逆方
向に、当該回転情報が表す回転角だけ回転させることにより、回転後画像が生成される。
第２画像回転部３２００は、回転後画像を第２画像出力部３０６０に出力する。
【００９７】
　第１画像出力部３０５０は、第１画像回転部３１００で生成された回転後画像を第１表
示装置１０００の第１画像入力部１０１０に出力する。その結果、第１画像入力部１０１
０では、第１表示装置１０００の画面の回転方向と逆方向に、当該画面の回転角だけ回転
させた回転後画像が、部分画像として取得される。
【００９８】
　第２画像出力部３０６０は、第２画像回転部３２００で生成された回転後画像を第２表
示装置２０００の第２画像入力部２０１０に出力する。その結果、第２画像入力部２０１
０では、第２表示装置２０００の画面の回転方向と逆方向に、当該画面の回転角だけ回転
させた回転後画像が、部分画像として取得される。
【００９９】
　第１通信部３０７０と第２通信部３０８０により、Ｔｉｌｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙで使用
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される複数の画像表示装置のそれぞれから糊代候補情報が取得される（第３取得処理）。
また、第１通信部３０７０と第２通信部３０８０により、Ｔｉｌｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙで
使用される複数の画像表示装置のそれぞれから回転情報が取得される（第４取得処理）。
　第１通信部３０７０は、第１表示装置１０００の第１通信部１０６０との間で、制御信
号、設定値、コマンド、等の送受信を行うインタフェースである。
　第２通信部３０８０は、第２表示装置２０００の第２通信部２０６０との間で、制御信
号、設定値、コマンド、等の送受信を行うインタフェースである。
【０１００】
　ユーザ操作部３０９０は、画像出力装置３０００に対するユーザ操作（項目の設定や確
認のためのユーザ操作等）を受け付ける。
【０１０１】
　（部分画像の説明１）
　画面の回転角が０°の場合に必要となる部分画像について、図１６～１８を用いて説明
する。
【０１０２】
　図１６は、第１表示装置１０００と第２表示装置２０００の配置の一例を示す図である
。図１６は、第１表示装置１０００の画面の回転角と、第２表示装置２０００の画面の回
転角と、の両方が０°の場合の例を示す。図１６では、画面の上下左右辺、回転方向、及
び、回転角を明確にするために、画面の回転角が０°のときの画面の下辺部分（下辺側の
ベゼル上）に“ｄｏｗｎｓｉｄｅ”と記載されている。
【０１０３】
　各画像表示装置には、画面の輪郭を囲む外枠（ベゼル）が設けられている。このため、
複数の画像表示装置を用いて仮想表示装置３５００を構成する場合には、画像表示装置の
ベゼルが他の画像表示装置のベゼルに接するように複数の画像表示装置が配置されること
が考えられる。
　図１６において、“Ｖ”で始まる文字はベゼルのサイズを示し、“Ｄ”で始まる文字は
画面のサイズを示す。
【０１０４】
　具体的には、“ＶＵ１”は、第１表示装置１０００のベゼルのうち、第１表示装置１０
００の画面の回転角が０°のときに第１表示装置１０００の画面の上側に位置する部分の
サイズを示す。“ＶＤ１”は、第１表示装置１０００のベゼルのうち、第１表示装置１０
００の画面の回転角が０°のときに第１表示装置１０００の画面の下側に位置する部分の
サイズを示す。サイズＶＵ１，ＶＤ１は、第１表示装置１０００の画面の回転角が０°の
ときのベゼルの垂直サイズである。“ＶＬ１”は、第１表示装置１０００のベゼルのうち
、第１表示装置１０００の画面の回転角が０°のときに第１表示装置１０００の画面の左
側に位置する部分のサイズを示す。“ＶＲ１”は、第１表示装置１０００のベゼルのうち
、第１表示装置１０００の画面の回転角が０°のときに第１表示装置１０００の画面の右
側に位置する部分のサイズを示す。サイズＶＬ１，ＶＲ１は、第１表示装置１０００の画
面の回転角が０°のときのベゼルの水平サイズである。
【０１０５】
　“ＤＨ１”は、第１表示装置１０００の画面の回転角が０°のときの第１表示装置１０
００の画面の垂直サイズを示す。“ＤＷ１”は、第１表示装置１０００の画面の回転角が
０°のときに第１表示装置１０００の画面の水平サイズを示す。
【０１０６】
　これらのサイズは、画像表示装置に固有の値であり、画像表示装置の回転に拘らず一定
の値である。
　第２表示装置２０００に関するサイズＶＵ２，ＶＤ２，ＶＬ２，ＶＲ２，ＤＨ２，ＤＷ
２は第１表示装置１０００に関するサイズと同様であるため、その説明は省略する。
【０１０７】
　本実施例では、画像表示装置から画像出力装置３０００へ、タイル情報として、トポロ
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ジ、ロケーション、画面（表示対象領域）のサイズ、及び、ベゼルのサイズを表す情報が
出力される。図１６の例では、水平方向２個×垂直方向１個の画面が配置されているため
、トポロジはＴ（２，１）となる。第１表示装置１０００の画面は、左から１番目、且つ
、上から１番目の画面であるため、第１表示装置１０００のロケーションはＬ［０，０］
となる。第２表示装置２０００の画面は、左から２番目、且つ、上から１番目の画面であ
るため、第２表示装置２０００のロケーションはＬ［１，０］となる。本実施例では、タ
イル情報に、画面の水平サイズと垂直サイズとして、画面の回転角が０°の場合のサイズ
が記述され、ベゼルの水平サイズと垂直サイズとして、画面の回転角が０°の場合のサイ
ズが記述されるものとする。
【０１０８】
　また、上述したように、画像表示装置から画像出力装置３０００へ、糊代候補情報と回
転情報が出力される。図１６の例では、第１表示装置１０００の回転情報及び第２表示装
置２０００の回転情報として「回転方向：なし、回転角：０°」が生成される。
【０１０９】
　画像出力装置３０００の制御部３０４０は、各画像表示装置のタイル情報と回転情報に
基づいて、仮想表示装置３５００の画面のサイズを決定する。図１６の例では、仮想表示
装置３５００の画面の垂直サイズとしてＤＨ１が設定され、仮想表示装置３５００の画面
の水平サイズとしてＤＷ１＋ＶＲ１＋ＶＬ２＋ＤＷ２が設定される。
【０１１０】
　図１７（Ａ）は、第１表示装置１０００の表示対象領域と糊代領域候補の一例を示す図
である。図１７（Ａ）は、図１６のように画面が配置された場合の例を示す。図１７（Ａ
）に示すＭＵ１，ＭＤ１，ＭＬ１，ＭＲ１は、以下のとおりである。
 
　　ＭＵ１：第１表示装置１０００の画面の回転角が０°のときに表示対象領域の上側に
隣接する糊代領域候補のサイズ
　　ＭＤ１：第１表示装置１０００の画面の回転角が０°のときに表示対象領域の下側に
隣接する糊代領域候補のサイズ
　　ＭＬ１：第１表示装置１０００の画面の回転角が０°のときに表示対象領域の左側に
隣接する糊代領域候補のサイズ
　　ＭＲ１：第１表示装置１０００の画面の回転角が０°のときに表示対象領域の右側に
隣接する糊代領域候補のサイズ
 
　サイズＭＵ１，ＭＤ１は、第１表示装置１０００の画面の回転角が０°のときの糊代領
域候補の垂直サイズであり、サイズＭＬ１，ＭＲ１は、第１表示装置１０００の画面の回
転角が０°のときの糊代領域候補の水平サイズである。
　第１表示装置１０００の制御部１０５０は、サイズＭＵ１，ＭＤ１，ＭＬ１，ＭＲ１を
表す情報を糊代候補情報として生成する。
【０１１１】
　画像出力装置３０００の制御部３０４０は、第１表示装置１０００のタイル情報と回転
情報に基づいて表示対象領域を決定し、第１表示装置１０００のタイル情報、糊代候補情
報、及び、回転情報に基づいて糊代領域を決定する。そして、制御部３０４０は、表示対
象領域と糊代領域を合わせた領域を部分領域として決定する。
【０１１２】
　図１７（Ｂ）は、第１表示装置１０００の部分領域の一例を示す図である。図１７（Ｂ
）は、図１６のように画面が配置された場合の例を示す。
　まず、制御部３０４０は、タイル情報が表す画面のサイズＤＷ１，ＤＨ１と回転情報「
回転方向：なし、回転角：０°」とから、表示対象領域の水平サイズがサイズＤＷ１であ
り、表示対象領域の垂直サイズがサイズＤＨ１であると判断する。
　次に、制御部３０４０は、タイル情報が表すトポロジＴ（２，１）とロケーションＬ［
０，０］から、第１表示装置１０００の画面の右側に他の画面が隣接すると判断する。換
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言すれば、制御部３０４０は、タイル情報が表すトポロジＴ（２，１）とロケーションＬ
［０，０］から、隣接方向として右方向を検出する。
　そして、制御部３０４０は、回転情報「回転方向：なし、回転角：０°」から、糊代領
域候補が表す複数のサイズうち、サイズＭＲ１が糊代領域（表示対象領域の右側に隣接す
る糊代領域）の水平サイズであると判断する。
　次に、制御部３０４０は、表示対象領域のサイズと糊代領域のサイズとから、部分領域
の水平サイズがサイズＤＷ１＋ＭＲ１であり、部分領域の垂直サイズがサイズＤＨ１であ
ると判断する。
【０１１３】
　図１８（Ａ）は、第２表示装置２０００の表示対象領域と糊代領域候補の一例を示す図
である。図１８（Ａ）は、図１６のように画面が配置された場合の例を示す。図１８（Ａ
）に示すＭＵ２，ＭＤ２，ＭＬ２，ＭＲ２は、以下のとおりである。
 
　　ＭＵ２：第２表示装置２０００の画面の回転角が０°のときに表示対象領域の上側に
隣接する糊代領域候補のサイズ
　　ＭＤ２：第２表示装置２０００の画面の回転角が０°のときに表示対象領域の下側に
隣接する糊代領域候補のサイズ
　　ＭＬ２：第２表示装置２０００の画面の回転角が０°のときに表示対象領域の左側に
隣接する糊代領域候補のサイズ
　　ＭＲ２：第２表示装置２０００の画面の回転角が０°のときに表示対象領域の右側に
隣接する糊代領域候補のサイズ
 
　サイズＭＵ２，ＭＤ２は、第２表示装置２０００の画面の回転角が０°のときの垂直サ
イズであり、サイズＭＬ２，ＭＲ２は、第２表示装置２０００の画面の回転角が０°のと
きの水平サイズである。
　第２表示装置２０００の制御部２０５０は、サイズＭＵ２，ＭＤ２，ＭＬ２，ＭＲ２を
表す情報を糊代候補情報として生成する。
【０１１４】
　画像出力装置３０００の制御部３０４０は、第２表示装置２０００のタイル情報と回転
情報に基づいて表示対象領域を決定し、第２表示装置２０００のタイル情報、糊代候補情
報、及び、回転情報に基づいて糊代領域を決定する。そして、制御部３０４０は、表示対
象領域と糊代領域を合わせた領域を部分領域として決定する。
【０１１５】
　図１８（Ｂ）は、第２表示装置２０００の部分領域の一例を示す図である。図１８（Ｂ
）は、図１６のように画面が配置された場合の例を示す。
　まず、制御部３０４０は、タイル情報が表す画面のサイズＤＷ２，ＤＨ２と回転情報「
回転方向：なし、回転角：０°」とから、表示対象領域の水平サイズがサイズＤＷ２であ
り、表示対象領域の垂直サイズがサイズＤＨ２であると判断する。
　次に、制御部３０４０は、タイル情報が表すトポロジＴ（２，１）とロケーションＬ［
１，０］から、第２表示装置２０００の画面の左側に他の画面が隣接すると判断する。換
言すれば、制御部３０４０は、タイル情報が表すトポロジＴ（２，１）とロケーションＬ
［１，０］から、隣接方向として左方向を検出する。
　そして、制御部３０４０は、回転情報「回転方向：なし、回転角：０°」から、糊代領
域候補が表す複数のサイズうち、サイズＭＬ２が糊代領域（表示対象領域の左側に隣接す
る糊代領域）の水平サイズであると判断する。
　次に、制御部３０４０は、表示対象領域のサイズと糊代領域のサイズとから、部分領域
の水平サイズがサイズＤＷ２＋ＭＬ２であり、部分領域の垂直サイズがサイズＤＨ２であ
ると判断する。
【０１１６】
　なお、タイル情報には、画面やベゼルのサイズとして、画面の回転を考慮したサイズが
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記述されてもよい。例えば、第１表示装置１０００の画面が左回りに９０°だけ回転して
いる場合に、サイズＤＷ１が画面の垂直サイズとしてタイル情報に記述されてもよい。そ
の場合には、回転情報を用いずに、タイル情報から、仮想表示装置３５００の画面サイズ
、及び、表示対象領域を決定することができる。
　また、糊代候補情報には、糊代領域候補のサイズとして、画面の回転を考慮したサイズ
が記述されてもよい。例えば、第１表示装置１０００の画面が左回りに９０°だけ回転し
ている場合に、サイズＭＲ１が表示対象領域の上側に隣接する糊代領域候補の垂直サイズ
として糊代候補情報に記述されてもよい。その場合には、回転情報を用いずに、タイル情
報と糊代候補情報から糊代領域を決定することができる。
　なお、実施例１～３と同様に、ベゼルのサイズは考慮しなくてもよい。
【０１１７】
　（部分画像の説明２）
　画面が左回りに９０°だけ回転している場合に必要となる部分画像について、図１９～
２１を用いて説明する。
【０１１８】
　図１９は、第１表示装置１０００と第２表示装置２０００の配置の一例を示す図である
。図１９は、第１表示装置１０００の画面と、第２表示装置２０００の画面と、の両方が
左回りに９０°だけ回転している場合の例を示す。そのため、図１９では、画面の右辺部
分（右辺側のベゼル上）に“ｄｏｗｎｓｉｄｅ”が記載されている。
　図１９において、“Ｖ”で始まる文字と“Ｄ”で始まる文字は図１６と同じである。但
し、画面が９０°だけ回転しているため、図１９に示す各サイズの位置は図１６と異なる
。
【０１１９】
　図１９の例では、水平方向２個×垂直方向１個の画面が配置されているため、トポロジ
はＴ（２，１）となる。第１表示装置１０００の画面は、左から１番目、且つ、上から１
番目の画面であるため、第１表示装置１０００のロケーションはＬ［０，０］となる。第
２表示装置２０００の画面は、左から２番目、且つ、上から１番目の画面であるため、第
２表示装置２０００のロケーションはＬ［１，０］となる。即ち、図１９の場合には、図
１６の場合と同じタイル情報が生成される。
【０１２０】
　図１９の場合に生成される回転情報は、図１６の場合に生成される回転情報と異なる。
図１９の例では、第１表示装置１０００の回転情報及び第２表示装置２０００の回転情報
として「回転方向：左方向、回転角：９０°」が生成される。
【０１２１】
　画像出力装置３０００の制御部３０４０は、各画像表示装置のタイル情報と回転情報に
基づいて、仮想表示装置３５００の画面のサイズを決定する。図１９の例では、仮想表示
装置３５００の画面の垂直サイズとしてＤＷ１が設定され、仮想表示装置３５００の画面
の水平サイズとしてＤＨ１＋ＶＤ１＋ＶＵ２＋ＤＨ２が設定される。
【０１２２】
　図２０（Ａ）は、第１表示装置１０００の表示対象領域と糊代領域候補の一例を示す図
である。図２０（Ａ）は、図１９のように画面が配置された場合の例を示す。図２０（Ａ
）に示すＭＵ１，ＭＤ１，ＭＬ１，ＭＲ１は、図１７（Ａ）と同じである。但し、画面が
９０°だけ回転しているため、図２０（Ａ）に示す各サイズの位置は図１７（Ａ）と異な
る。
【０１２３】
　画像出力装置３０００の制御部３０４０は、第１表示装置１０００のタイル情報と回転
情報に基づいて表示対象領域を決定し、第１表示装置１０００のタイル情報、糊代候補情
報、及び、回転情報に基づいて糊代領域を決定する。そして、制御部３０４０は、表示対
象領域と糊代領域を合わせた領域を部分領域として決定する。
【０１２４】



(33) JP 6429476 B2 2018.11.28

10

20

30

40

50

　図２０（Ｂ）は、第１表示装置１０００の部分領域の一例を示す図である。図２０（Ｂ
）は、図１９のように画面が配置された場合の例を示す。
　まず、制御部３０４０は、タイル情報が表す画面のサイズＤＷ１，ＤＨ１と回転情報「
回転方向：左方向、回転角：９０°」とから、表示対象領域の水平サイズがサイズＤＨ１
であり、表示対象領域の垂直サイズがサイズＤＷ１であると判断する。
　次に、制御部３０４０は、タイル情報が表すトポロジＴ（２，１）とロケーションＬ［
０，０］から、第１表示装置１０００の画面の右側に他の画面が隣接すると判断する。換
言すれば、制御部３０４０は、タイル情報が表すトポロジＴ（２，１）とロケーションＬ
［０，０］から、隣接方向として右方向を検出する。
　そして、制御部３０４０は、回転情報「回転方向：左方向、回転角：９０°」から、糊
代領域候補が表す複数のサイズうち、サイズＭＤ１が糊代領域（表示対象領域の右側に隣
接する糊代領域）の水平サイズであると判断する。
　次に、制御部３０４０は、表示対象領域のサイズと糊代領域のサイズとから、部分領域
の水平サイズがサイズＤＨ１＋ＭＤ１であり、部分領域の垂直サイズがサイズＤＷ１であ
ると判断する。
【０１２５】
　図２１（Ａ）は、第２表示装置２０００の表示対象領域と糊代領域候補の一例を示す図
である。図２１（Ａ）は、図１９のように画面が配置された場合の例を示す。図２１（Ａ
）に示すＭＵ２，ＭＤ２，ＭＬ２，ＭＲ２は、図１８（Ａ）と同じである。但し、画面が
９０°だけ回転しているため、図２１（Ａ）に示す各サイズの位置は図１８（Ａ）と異な
る。
【０１２６】
　画像出力装置３０００の制御部３０４０は、第２表示装置２０００のタイル情報と回転
情報に基づいて表示対象領域を決定し、第２表示装置２０００のタイル情報、糊代候補情
報、及び、回転情報に基づいて糊代領域を決定する。そして、制御部３０４０は、表示対
象領域と糊代領域を合わせた領域を部分領域として決定する。
【０１２７】
　図２１（Ｂ）は、第２表示装置２０００の部分領域の一例を示す図である。図２１（Ｂ
）は、図１９のように画面が配置された場合の例を示す。
　まず、制御部３０４０は、タイル情報が表す画面のサイズＤＷ２，ＤＨ２と回転情報「
回転方向：左方向、回転角：９０°」とから、表示対象領域の水平サイズがサイズＤＨ２
であり、表示対象領域の垂直サイズがサイズＤＷ２であると判断する。
　次に、制御部３０４０は、タイル情報が表すトポロジＴ（２，１）とロケーションＬ［
１，０］から、第２表示装置２０００の画面の左側に他の画面が隣接すると判断する。換
言すれば、制御部３０４０は、タイル情報が表すトポロジＴ（２，１）とロケーションＬ
［１，０］から、隣接方向として左方向を検出する。
　そして、制御部３０４０は、回転情報「回転方向：左方向、回転角：９０°」から、糊
代領域候補が表す複数のサイズうち、サイズＭＵ２が糊代領域（表示対象領域の右側に隣
接する糊代領域）の水平サイズであると判断する。
　次に、制御部３０４０は、表示対象領域のサイズと糊代領域のサイズとから、部分領域
の水平サイズがサイズＤＨ２＋ＭＵ２であり、部分領域の垂直サイズがサイズＤＷ２であ
ると判断する。
【０１２８】
　（システムの動作）
　本実施例に係るマルチディスプレイシステムの動作について、図２２のタイムチャート
を用いて説明する。
【０１２９】
　時刻ｔ０では、本実施例に係るマルチディスプレイシステムが画像表示を行っている。
具体的には、各画像表示装置が、表示用画像（処理部分画像から糊代領域の画像を除去し
た画像）の表示を行っている。ここでは、図１６に示すように画面が配置されているもの
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とする。例えば、マルチディスプレイシステムの動作の開始時に、各画像表示装置が、回
転情報を生成し、回転情報を画像出力装置３０００に出力する。そして、後述する時刻ｔ
４以降の処理が行われる。それにより、最初の画像表示（マルチディスプレイシステムの
動作の開始直後の画像表示）が行われる。マルチディスプレイシステムの動作は、例えば
、マルチディスプレイシステムを構成する全ての装置の電源がオンされたタイミングで開
始される。
　なお、マルチディスプレイシステムの動作の開始は、上記タイミングに限らない。例え
ば、マルチディスプレイシステムの動作は、マルチディスプレイシステムでの画像表示を
開始するユーザ操作が画像出力装置３０００に対して行われたタイミングで開始されても
よい。
【０１３０】
　時刻ｔ１において、第２表示装置２０００の画面の回転角が変更される。そして、第２
回転検出部２０４０が、第２表示装置２０００の画面の回転を検出する。その後、第２制
御部２０５０が、回転情報（第２回転検出部２０４０の検出結果）とタイル情報とを、第
２通信部２０６０を介して画像出力装置３０００に出力する。具体的には、時刻ｔ１にお
いて、第２制御部２０５０は、タイル情報が表す情報のうち、トポロジとロケーションを
出力する。ここでは、図２３に示すように、第２表示装置２０００の画面が左回りに９０
°だけ回転されたものとする。以後、回転情報、トポロジ、及び、ロケーションからなる
情報群を“構成変化情報”と記載する。
【０１３１】
　時刻ｔ２において、画像出力装置３０００の制御部３０４０が、構成変化情報を、第２
通信部３０８０を介して第２表示装置２０００から受信する。この時点で、制御部３０４
０は、仮想表示装置３５００の画面構成が変化したことを認識する。具体的には、制御部
３０４０は、画像表示装置の画面の配置の変更と、画像表示装置の画面の回転と、の少な
くともいずれかが行われたことを認識する。そして、制御部３０４０は、仮想表示装置３
５００の画面構成（各画像表示装置の画面の配置と向き）を所望の構成にすることをユー
ザに促す。例えば、図２３に示すように、制御部３０４０は、仮想表示装置３５００の画
面構成を所望の構成することをユーザに促すためのＧＵＩ（画面設定画像）を各画像表示
装置に表示させる制御を行う。具体的には、制御部３０４０は、元画像生成部３０２０に
画面設定画像の生成を指示し、画面設定画像を含む画像の出力を第１画像出力部３０５０
と第２画像出力部３０６０に指示する。それにより、各画像表示装置で画面設定画像が表
示される。図２３の例では、第２表示装置２０００の回転情報に基づいて画面設定画像が
回転されて表示されている。
　なお、画面設定画像は、第１表示装置１０００と第２表示装置２０００の一方でのみ表
示されてもよい。
【０１３２】
　時刻ｔ３において、第１表示装置１０００の画面の回転角が変更される。そして、第１
回転検出部１０４０が、第１表示装置１０００の画面の回転を検出する。その後、第１制
御部１０５０が、回転情報（第１回転検出部１０４０の検出結果）とタイル情報とを、第
１通信部１０６０を介して画像出力装置３０００に出力する。具体的には、時刻ｔ３にお
いて、第１制御部１０５０は、タイル情報が表す情報のうち、トポロジとロケーションを
出力する。ここでは、図２４に示すように、第１表示装置１０００の画面が左回りに９０
°だけ回転されたものとする。
【０１３３】
　時刻ｔ４において、制御部３０４０が、構成変化情報を、第１通信部３０７０を介して
第１表示装置１０００から受信する。このとき、制御部３０４０は、仮想表示装置３５０
０の画面構成が所望の構成になったと判断し、新たな画面構成の仮想表示装置３５００に
対する画像出力の準備を開始する。制御部３０４０は、例えば、画像出力装置３０００に
対するユーザ操作（画面構成の変更の完了を指示するユーザ操作）に応じて、画面構成が
所望の構成になったと判断する。そして、制御部３０４０は、図２４に示すように、トポ
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ロジとロケーションを表すＧＵＩ（配置画像）を各画像表示装置に表示させる制御を行う
。図２４の例では、第１表示装置１０００のトポロジとロケーションを表す配置画像が第
１表示装置１０００で表示されており、第２表示装置２０００のトポロジとロケーション
を表す配置画像が第２表示装置２０００で表示されている。トポロジやロケーションに誤
りがある場合には、ユーザは、ユーザ操作部３０９０を介して配置画像を操作することに
より、トポロジやロケーションを修正することができる。例えば、図２５に示すように、
第１表示装置１０００と第２表示装置２０００の配置（ロケーション）が入れ替えられる
ことが考えられる。この場合には、第１表示装置１０００のロケーションをＬ［０，０］
からＬ［１，０］に、第２表示装置２０００のロケーションをＬ［１，０］からＬ［０，
０］に変更すればよい。
　なお、第１表示装置１０００と第２表示装置２０００の一方に各画像表示装置のトポロ
ジとロケーションとを表す配置画像が表示されてもよい。
【０１３４】
　時刻ｔ５において、制御部３０４０が、画像処理情報を要求する情報要求を、第１通信
部３０７０を介して第１表示装置１０００に出力する。画像処理情報は、タイル情報が表
す残りの情報と、糊代候補情報と、からなる情報群である。タイル情報が表す残りの情報
は、トポロジとロケーション以外の情報であり、画面のサイズとベゼルのサイズを含む。
時刻ｔ５は、全ての画像表示装置のトポロジとロケーションが確定した時刻である。例え
ば、画像表示装置が表示している配置画像の“ＯＫ”ボタンをユーザが選択することによ
り、その画像表示装置のトポロジとロケーションが確定する。
　時刻ｔ６において、第１制御部１０５０が、情報要求を、第１通信部１０６０を介して
画像出力装置３０００から受信する。
　時刻ｔ７において、第１制御部１０５０が、第１表示装置１０００の画像処理情報を、
第１通信部１０６０を介して画像出力装置３０００に出力する。
　時刻ｔ８において、制御部３０４０が、第１表示装置１０００の画像処理情報を、第１
通信部３０７０を介して第１表示装置１０００から受信する。
【０１３５】
　時刻ｔ９において、制御部３０４０が、画像処理情報を要求する情報要求を、第２通信
部３０８０を介して第２表示装置２０００に出力する。
　時刻ｔ１０において、第２制御部２０５０が、情報要求を、第２通信部２０６０を介し
て画像出力装置３０００から受信する。
　時刻ｔ１１において、第２制御部２０５０が、第２表示装置２０００の画像処理情報を
、第２通信部２０６０を介して画像出力装置３０００に出力する。
　時刻ｔ１２において、制御部３０４０が、第２表示装置２０００の画像処理情報を、第
２通信部３０８０を介して第２表示装置２０００から受信する。
【０１３６】
　なお、時刻ｔ８や時刻ｔ１２で画像出力装置３０００が受信する画像処理情報は、時刻
ｔ２や時刻ｔ４において構成変化情報と共に受信されてもよい。
【０１３７】
　時刻ｔ１２から時刻ｔ１３までの間に、制御部３０４０が、各画像表示装置の部分画像
を生成する制御を行う。部分画像の生成方法の詳細は、後述する。
　なお、時刻ｔ５から時刻ｔ１３までの間、制御部３０４０が、各画像表示装置に画面や
部分領域の調整中である旨のメッセージを表示させる制御を行ってもよい。
【０１３８】
　時刻ｔ１３において、制御部３０４０が、各画像表示装置に部分画像を出力する制御を
行う。この制御により、第１画像出力部３０５０から第１表示装置１０００へ部分画像が
出力され、第２画像出力部３０６０から第２表示装置２０００へ部分画像が出力される。
　このとき、制御部３０４０は、第１表示装置１０００の部分画像における糊代領域を表
す糊代情報を、通信部３０７０を介して第１制御部１０５０に出力する。そして、制御部
３０４０は、第２表示装置２０００の部分画像における糊代領域を表す糊代情報を、通信
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部３０８０を介して第２制御部２０５０に出力する。糊代情報の通知を行うことにより、
各画像表示装置は、処理部分画像から糊代領域の画像を容易に除去することが可能となる
。
【０１３９】
　時刻ｔ１４において、第１画像入力部１０１０が、部分画像を画像出力装置３０００か
ら受信する。そして、第１画像処理部１０２０が、第１画像入力部１０１０によって受信
された部分画像に画像処理を施すことにより、処理部分画像を生成する。その後、第１画
像処理部１０２０が、生成した処理部分画像から糊代情報が表す糊代領域の画像を除去す
ることにより、表示用画像を生成する。
　また、時刻ｔ１４において、第２画像入力部２０１０が、部分画像を画像出力装置３０
００から受信する。そして、第２画像処理部２０２０が、第２画像入力部２０１０によっ
て受信された部分画像に画像処理を施すことにより、処理部分画像を生成する。その後、
第２画像処理部２０２０が、生成した処理部分画像から糊代情報が表す糊代領域の画像を
除去することにより、表示用画像を生成する。
【０１４０】
　時刻ｔ１５において、第１表示装置１０００と第２表示装置２０００は、画像表示装置
間における画像表示タイミング（画像を表示するタイミング）のずれが低減するように、
画像表示タイミングの同期をとる。例えば、第１表示装置１０００と第２表示装置２００
０は、画像表示タイミングのずれが低減するように、画像表示タイミングを表す同期信号
を調整する。具体的には、画像出力装置３０００が、各画像表示装置へ基準の同期信号を
出力する。そして、各画像表示装置が、基準の同期信号を用いて現在の同期信号を調整し
たり、現在の同期信号から基準の同期信号へ同期信号を切り替えたりする。
【０１４１】
　なお、同期信号の調整方法は上記方法に限らない。例えば、第１表示装置１０００と第
２表示装置２０００の一方の画像表示装置から他方の画像表示装置へ基準の同期信号（自
身の同期信号）が出力されてもよい。そして、他方の画像表示装置が、基準の同期信号を
用いて現在の同期信号を調整したり、現在の同期信号から基準の同期信号へ同期信号を切
り替えたりしてもよい。
【０１４２】
　なお、時刻ｔ１３から時刻ｔ１６までの間、制御部３０４０が、各画像表示装置に同期
信号の調整中である旨のメッセージを表示させる制御を行ってもよい。時刻ｔ５から時刻
ｔ１６までの間、制御部３０４０が、各画像表示装置に画像表示の準備中である旨のメッ
セージを表示させる制御を行ってもよい。メッセージを切り替えるタイミングやメッセー
ジの内容は特に限定されない。例えば、メッセージとして、画像処理の実行中である旨の
メッセージを使用することもできる。時刻ｔ１３から時刻ｔ１４までの間、画像処理の実
行中である旨のメッセージが表示され、時刻ｔ１４から時刻ｔ１６までの間、同期信号の
調整中である旨のメッセージが表示されてもよい。
【０１４３】
　時刻ｔ１６において、第１画像処理部１０２０が、調整後の同期信号が表す画像表示タ
イミングに対応するタイミングで、第１表示部１０３０に表示用画像を出力する。それに
より、調整後の同期信号が表す画像表示タイミングで表示用画像が表示される。
　また、時刻ｔ１６において、第２画像処理部２０２０が、調整後の同期信号が表す画像
表示タイミングに対応するタイミングで、第２表示部２０３０に表示用画像を出力する。
それにより、調整後の同期信号が表す画像表示タイミングで表示用画像が表示される。
【０１４４】
　（画像出力装置の動作）
　本実施例に係る画像出力装置３０００の動作について、図２２のタイムチャートと図２
６のフローチャートとを用いて説明する。
【０１４５】
　まず、制御部３０４０が、仮想表示装置３５００を構成する画像表示装置から構成変化
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情報を受信する（図２２の時刻ｔ２；図２６のＳ１００）。
　次に、制御部３０４０が、画面設定画像を各画像表示装置に表示させる制御を行う（図
２２の時刻ｔ２～ｔ４；図２６のＳ１０１）。
　そして、制御部３０４０が、仮想表示装置３５００の画面構成の変更が完了したか否か
を判断する（図２２の時刻ｔ２～ｔ４；図２６のＳ１０２）。換言すれば、制御部３０４
０が、仮想表示装置３５００の画面構成が所望の構成になったか否かを判断する。画面構
成の変更が完了すると、図２６のＳ１０３に処理が進められる。なお、図２２を用いて説
明したとおり、制御部３０４０は、画面の回転角が変更される度に構成変化情報を受信す
る。
【０１４６】
　次に、制御部３０４０が、配置画像を各画像表示装置に表示させる制御を行う（図２２
の時刻ｔ４～ｔ５；図２６のＳ１０３）。
　そして、制御部３０４０が、画像処理情報を各画像表示装置から取得する（図２２の時
刻ｔ５～ｔ１２；図２６のＳ１０４）。
　次に、制御部３０４０が、各画像表示装置の部分画像（回転後画像）を生成する制御を
行う（図２２の時刻ｔ１２～ｔ１３；図２６のＳ１０５）。図２６のＳ１０５の処理の詳
細については、図２７のフローチャートを用いて後述する。
　そして、制御部３０４０が、各画像表示装置に部分画像と糊代情報を出力する（図２２
の時刻ｔ１３；図２６のＳ１０６）。
【０１４７】
　図２６のＳ１０５０の処理について図２７のフローチャートを用いて詳しく説明する。
【０１４８】
　まず、制御部３０４０が、各画像表示装置の回転情報とタイル情報に基づいて、仮想表
示装置３５００の画面サイズを算出する（Ｓ１１０）。
【０１４９】
　図１９に示すように画面が配置されている場合における仮想表示装置３５００の画面サ
イズの算出方法を、図２８を用いて説明する。図２８は、仮想表示装置３５００の画面（
仮想的な画面；仮想画面）の領域の一例を示す。図２８に示す仮想画面の領域の左半分は
、第１表示装置１０００の画面の領域と、第１表示装置１０００のベゼルの一部（第１表
示装置１０００の画面の右側に位置する部分）の領域と、からなる。図２８に示す仮想画
面の領域の右半分は、第２表示装置２０００の画面の領域と、第２表示装置２０００のベ
ゼルの一部（第２表示装置２０００の画面の右側に位置する部分）の領域と、からなる。
図２８に示すＷｄ１，Ｗｖ１，Ｈｄ１，Ｗｄ２，Ｗｖ２，Ｈｄ２は、以下のとおりである
。
 
　　Ｗｄ１：第１表示装置１０００の画面の水平サイズ
　　Ｗｖ１：第１表示装置１０００のベゼルのうち、第１表示装置１０００の画面の右側
に位置する部分の水平サイズ
　　Ｈｄ１：第１表示装置１０００の画面の垂直サイズ
　　Ｗｄ２：第２表示装置２０００の画面の水平サイズ
　　Ｗｖ２：第２表示装置２０００のベゼルのうち、第２表示装置２０００の画面の左側
に位置する部分の水平サイズ
　　Ｈｄ２：第２表示装置２０００の画面の垂直サイズ
 
【０１５０】
　サイズＷｄ１，Ｗｖ１，Ｈｄ１，Ｗｄ２，Ｗｖ２，Ｈｄ２は、各画像表示装置の回転情
報とタイル情報に基づいて決定される。
　図１９に示すように画面が配置されている場合、図２８に記載のサイズと図１９に記載
のサイズとの対応関係は、Ｗｄ１＝ＤＨ１、Ｗｖ１＝ＶＤ１、Ｗｄ２＝ＤＨ２、Ｗｖ２＝
ＶＵ２、Ｈｄ１＝ＤＷ１、及び、Ｈｄ２＝ＤＷ２となる。
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　また、図１６に示すように画面が配置されている場合、図２８に記載のサイズと図１６
に記載のサイズとの対応関係は、Ｗｄ１＝ＤＷ１、Ｗｖ１＝ＶＲ１、Ｗｄ２＝ＤＷ２、Ｗ
ｖ２＝ＶＬ２、Ｈｄ１＝ＤＨ１、及び、Ｈｄ２＝ＤＨ２となる。
　このように、図２８に記載のサイズは、各画像表示装置の画面の回転に応じて変化する
。
【０１５１】
　制御部３０４０は、図２８のサイズＷｄ１，Ｗｖ１，Ｈｄ１，Ｗｄ２，Ｗｖ２，Ｈｄ２
を用いて、仮想画面の水平サイズＷと垂直サイズＨを算出する。
　具体的には、サイズＷｄ１＋Ｗｖ１＋Ｗｄ２＋Ｗｖ２が、仮想画面の水平サイズＷとし
て算出され、サイズＨｄ１（＝Ｈｄ２）が、仮想画面の垂直サイズＨとして算出される。
　なお、ここではＨｄ１＝Ｈｄ２としたが、サイズＨｄ１はサイズＨｄ２と異なっていて
もよい。サイズＨｄ１がサイズＨｄ２と異なる場合には、例えば、サイズＨｄ１、サイズ
Ｈｄ２、または、サイズＨｄ１とサイズＨｄ２の平均値を仮想画面の垂直サイズとして設
定することができる。
【０１５２】
　また、Ｓ１００において、制御部３０４０は、各画像表示装置の表示対象領域（仮想画
面の領域からベゼルの領域と他の画面の領域とを除いた領域）を決定する。画像表示装置
の表示対象領域は、その画像表示装置のトポロジとロケーション、及び、図２８のサイズ
Ｗｄ１，Ｗｖ１，Ｈｄ１，Ｗｄ２，Ｗｖ２，Ｈｄ２を用いて決定される。本実施例では、
元画像の左上隅の座標が（水平位置，垂直位置）＝（０，０）であるものとする。
　図１９に示すように画面が配置されている場合、第１表示装置１０００の画面が１行２
列の２つの画面のうちの左側の画面であり、第２表示装置２０００の画面が１行２列の２
つの画面のうちの右側の画面である。そのため、始点座標（左上隅の座標）が（０，０）
であり、且つ、終点座標（右下隅の座標）が（Ｗｄ１－１，Ｈｄ１－１）である矩形領域
が、第１表示装置１０００の表示対象領域として決定される。そして、始点座標が（Ｗｄ
１＋Ｗｖ１＋Ｗｖ２，０）であり、且つ、終点座標が（Ｗｄ１＋Ｗｖ１＋Ｗｄ２＋Ｗｖ２
－１、Ｈｄ２－１）である矩形領域が、第２表示装置２０００の表示対象領域として決定
される。
　表示対象領域は、糊代領域や部分領域を決定する際に使用される。
　なお、ベゼルの領域では画像を表示することができない。そのため、仮想画面には、ベ
ゼの領域における画像が欠けた画像が表示されることとなる。このような画像の欠けを防
ぎたい場合は、ベゼルのサイズＷｖ１とＷｖ２として０を使用すればよい。
【０１５３】
　図２７の説明に戻る。
　Ｓ１１０の次に、制御部３０４０が元画像生成部３０２０を制御することにより、元画
像が生成される（Ｓ１１１）。Ｓ１１１では、Ｓ１１０で算出された仮想画面のサイズと
同じサイズの元画像が生成される。例えば、元画像生成部３０２０は、画像記憶部３０１
０から読み出した画像に対し、画像のサイズを仮想画面のサイズに合わせる変形処理（拡
大処理、縮小処理、トリミング処理、等）を施すことにより、元画像を生成する。また、
画像パターン等の描画によって元画像が生成される場合には、画像パターン等の描画が可
能な描画領域として、仮想画面のサイズと同じサイズの領域が設定されてもよい。
【０１５４】
　次に、制御部３０４０が、各画像表示装置の部分画像を生成する制御を行う（Ｓ１１２
）。
【０１５５】
　部分画像の生成方法（Ｓ１１２の処理）について説明する。
　まず、制御部３０４０は、画像表示装置毎に、トポロジとロケーションに基づいて、隣
接方向（画面から隣接する他の画面に向かう方向）を決定する。図１９に示すように画面
が配置されている場合、第１表示装置１０００の画面の右側に第２表示装置２０００の画
面が隣接している。そのため、第１表示装置１０００の隣接方向は右方向となり、第２表
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示装置２０００の隣接方向は左方向となる。
【０１５６】
　次に、制御部３０４０は、画像表示装置毎に、回転情報、糊代候補情報、及び、隣接方
向に基づいて、糊代領域（隣接方向における糊代領域のサイズ）を決定する。図１９に示
すように画面が配置されている場合、第１表示装置１０００の画面と第２表示装置２００
０の画面とが、それぞれ、左方向に９０°だけ回転している。そのため、図２０（Ａ）の
サイズＭＤ１が第１表示装置１０００の糊代領域のサイズとして決定され、図２１（Ａ）
のサイズＭＵ２が第２表示装置２０００の糊代領域のサイズとして決定される。
【０１５７】
　そして、制御部３０４０は、画像表示装置毎に、表示対象領域と糊代領域のサイズとに
基づいて部分領域を決定する。その後、制御部３０４０は、各画像表示装置の部分領域を
部分画像生成部３０３０に設定する。図１９に示すように画面が配置されている場合、始
点座標が（０，０）であり、且つ、終点座標が（Ｗｄ１＋ＭＤ１－１，Ｈｄ１－１）であ
る矩形領域が、第１表示装置１０００の部分領域として決定される。そして、始点座標が
（Ｗｄ１＋Ｗｖ１＋Ｗｖ２－ＭＵ２，０）であり、且つ、終点座標が（Ｗｄ１＋Ｗｖ１＋
Ｗｄ２＋Ｗｖ２－１，Ｈｄ２－１）である矩形領域が、第２表示装置２０００の部分領域
として決定される。
【０１５８】
　次に、制御部３０４０が部分画像生成部３０３０を制御することにより、部分画像が生
成される。図１９に示すように画面が配置されている場合、部分画像生成部３０３０は、
始点座標が（０，０）であり、且つ、終点座標が（Ｗｄ１＋ＭＤ１－１，Ｈｄ１－１）で
ある部分領域における画像を、第１表示装置１０００の部分画像として、元画像から抽出
する。そして、部分画像生成部３０３０は、始点座標が（Ｗｄ１＋Ｗｖ１＋Ｗｖ２－ＭＵ
２，０）であり、且つ、終点座標が（Ｗｄ１＋Ｗｖ１＋Ｗｄ２＋Ｗｖ２－１，Ｈｄ２－１
）である部分領域における画像を、第２表示装置２０００の部分画像として、元画像から
抽出する。部分画像生成部３０３０は、第１表示装置１０００の部分画像を第１画像回転
部３１００に出力し、第２表示装置２０００の部分画像を第２画像回転部３２００に出力
する。
【０１５９】
　図２７の説明に戻る
　Ｓ１１２の次に、制御部３０４０が第１画像回転部３１００と第２画像回転部３２００
を制御することにより、部分画像を回転させる（Ｓ１１３）。第１画像回転部３１００は
、第１表示装置１０００の回転情報に基づいて部分画像を回転させ、第２画像回転部３２
００は、第２表示装置２０００の回転情報に基づいて部分画像を回転させる。
【０１６０】
　部分画像の回転方法（Ｓ１１３の処理）について図２９（Ａ）～２９（Ｄ）を用いて説
明する。
　図２９（Ａ）～２９（Ｄ）では、上から順に、第１表示装置１０００と第２表示装置２
０００の配置、第１表示装置１０００の回転後画像（回転後の部分画像）、及び、第２表
示装置２０００の回転後画像が示されている。
　図２９（Ａ）は、第１表示装置１０００の画面と第２表示装置２０００の画面との回転
角が０°の場合の例を示す。図２９（Ｂ）は、第１表示装置１０００の画面と第２表示装
置２０００の画面とが、それぞれ、左回りに９０°だけの回転している場合の例を示す。
図２９（Ｃ）は、第１表示装置１０００の画面と第２表示装置２０００の画面とが、それ
ぞれ、左回りに１８０°だけの回転している場合の例を示す。図２９（Ｄ）は、第１表示
装置１０００の画面と第２表示装置２０００の画面とが、それぞれ、左回りに２７０°だ
けの回転している場合の例を示す。
【０１６１】
　一般的に、画像データを伝送する際には、水平同期信号（ＨＳ）を用いて、画像の左辺
から右辺にかけて１画素ずつ順番に画素値が伝送される。また、垂直同期信号（ＶＳ）を
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用いて、画像の上辺から下辺にかけて１ラインずつ順番に画素値が伝送される。
　そして、一般的に、画像を表示する際には、水平同期信号を用いて、回転角が０°のと
きの画面の左辺から右辺にかけて１画素ずつ順番に画素が表示される。また、垂直同期信
号を用いて、回転角が０°のときの画面の上辺から下辺にかけて１ラインずつ順番に画素
が表示される。即ち、画像表示装置では、一般的に、回転角が０°のときの画面の水平方
向が画像の水平方向と一致するように、画像が表示される。
　そのため、画像を回転させずに使用した場合には、画像が画面の回転に合わせて回転さ
れて表示されるため、意図した表示画像を得ることができない。
【０１６２】
　そこで、Ｓ１１３では、第１画像回転部３１００が、第１表示装置１０００の部分画像
を、第１表示装置１０００の画面の回転方向と逆方向に、第１表示装置１０００の画面の
回転角だけ回転させる。そして、第１画像出力部３０５０が、第１画像回転部３１００で
得られた回転後画像（回転後の部分画像）を、部分画像として、第１表示装置１０００に
出力する。また、第２画像回転部３２００が、第２表示装置２０００の部分画像を、第２
表示装置２０００の画面の回転方向と逆方向に、第２表示装置２０００の画面の回転角だ
け回転させる。そして、第２画像出力部３０６０が、第２画像回転部３２００で得られた
回転後画像を、部分画像として、第２表示装置２０００に出力する。それにより、各画像
表示装置において、意図した表示画像を得ることができる。
【０１６３】
　図２９（Ａ）の例では、画面の回転角が０°であるため、部分画像を回転させる処理は
行われない。図２９（Ｂ）の例では、画面が左回りに９０°だけ回転されているため、部
分画像が左回りに２７０°だけ回転させられる。この処理は、部分画像を右回りに９０°
だけ回転させる処理と等価である。図２９（Ｃ）の例では、画面が左回りに１８０°だけ
回転されているため、部分画像が左回りに１８０°だけ回転させられる。この処理は、部
分画像を右回りに１８０°だけ回転させる処理と等価である。図２９（Ｄ）の例では、画
面が左回りに２７０°だけ回転されているため、部分画像が左回りに９０°だけ回転させ
られる。この処理は、部分画像を右回りに２７０°だけ回転させる処理と等価である。
【０１６４】
　以上述べたように、本実施例によれば、画面の回転に応じて部分画像が回転させられ、
回転後の部分画像が画像出力装置から画像表示装置に伝送される。それにより、画面が回
転させられた場合においても、意図した画像表示が可能となる。また、本実施例によれば
、表示対象領域の画像ではなく、表示対象領域と糊代領域とからなる部分領域の画像（回
転後画像）が、部分画像として画像出力装置から画像表示装置へ出力される。そして、画
像表示装置では、部分画像に対して画像処理が施される。それにより、マルチディスプレ
イシステムの各画像表示装置で画像処理を簡易な構成で高精度に行うことができる。
【０１６５】
　なお、本実施例では、画像出力装置で糊代情報が生成される例を説明したが、これに限
らない。例えば、画像表示装置がタイル情報と回転情報に基づいて糊代情報を生成しても
よい。画像表示装置では、糊代候補情報が生成されずに、糊代情報が生成されてもよい。
そして、画像表示装置から画像出力装置に糊代情報が出力されてもよい。
【０１６６】
　＜実施例５＞
　以下、本発明の実施例５に係る画像表示システム（マルチディスプレイシステム）及び
その制御方法について説明する。
　なお、以下では、実施例４と異なる機能や構成について詳しく説明し、実施例４と同様
の機能や構成についての詳しい説明は省略する。
　実施例４では、画像出力装置が部分画像を回転させる例を説明した。しかしながら、画
像表示装置が行う画像処理において参照可能な画素（参照可能画素）の数が、画像の水平
方向と垂直方向とで異なることがある。そのため、実施例４の構成では、画面の回転角に
依って画像処理結果が変わってしまうことがある。例えば、参照可能画素の数は、画像表
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示装置が有するラインメモリの数に依存する。そして、画像表示装置が有するラインメモ
リの数が十分でない場合に、画面の回転角に依って画像処理結果が変わってしまう。ライ
ンメモリは、画像処理対象の画像（処理対象画像）の画素値のうち、処理対象画像の水平
方向に並んだ複数の画素の画素値を記憶するメモリである。換言すれば、ラインメモリは
、処理対象画像の画素値のうち、画面の回転角が０°のときの画面の水平方向に並んだ複
数の画素の画素値を記憶するメモリである。
【０１６７】
　上記課題について、具体的に説明する。
　一般的に、処理対象画像の水平方向における参照可能画素数を増やすことは容易である
が、処理対象画像の垂直方向における参照可能画素数を増やすことは困難である。例えば
、処理対象画像の水平方向における参照可能画素数を増やすには、１つのラインメモリが
記憶可能な画素値の数を増やせばよい。しかし、処理対象画像の垂直方向における参照可
能画素数を増やすには、ラインメモリの数を増やす必要があるため、処理対象画像の水平
方向における参照可能画素数を増やす場合よりも多くのハードウェア資源が必要となって
しまう。
　そのため、処理対象画像の水平方向における参照可能画素数が処理対象画像の垂直方向
における参照可能画素数よりも少ないことがある。
【０１６８】
　ここでは、画像表示装置が、処理対象画像の水平方向に並んだ１０画素の画素値を記憶
するラインメモリを、処理対象画像の垂直方向に並んだ５ライン分だけ有する例を説明す
る。この場合、処理対象画像の水平方向における参照可能画素数は１０画素であり、処理
対象画像の垂直方向における参照可能画素数は５画素である。
【０１６９】
　図２９（Ａ）や図２９（Ｃ）に示すように画面の回転角が０°または１８０°の場合に
は、表示画像の水平方向が、処理対象画像である回転後画像の水平方向と一致する。表示
画像の水平方向は、画面の水平方向とも言える。そのため、回転後画像の画素のうち、表
示画像の水平方向に並んだ１０画素、及び、表示画像の垂直方向に並んだ５画素が参照可
能画素となる。
　しかし、図２９（Ｂ）や図２９（Ｄ）に示すように画面の回転角が９０°または２７０
°の場合には、表示画像の水平方向は、処理対象画像である回転後画像の水平方向と一致
せず、処理対象画像である回転後画像の垂直方向と一致する。そのため、回転後画像の画
素のうち、表示画像の水平方向に並んだ５画素、及び、表示画像の垂直方向に並んだ１０
画素が参照可能画素となる。
　このように、画面の回転角に依って参照可能画素が変化してしまう。そのため、画面の
回転角に依って画像処理で参照される画素が変化してしまうことがある。画像処理で参照
される画素が変化すると、画像処理結果と表示画像も変化してしまう。表示画像の変化は
、ユーザに違和感を与えるため、好ましくない。
【０１７０】
　なお、処理対象画像の垂直方向に並んだ１０ライン分のラインメモリを用意すれば、画
面の回転角に依る参照可能画素の変化を抑制することができる。具体的には、画面の回転
角度が０°、９０°、１８０°、及び、２７０°のいずれであっても、表示画像の水平方
向に並んだ１０画素、及び、表示画像の垂直方向に並んだ１０画素が参照可能画素とする
ことができる。しかしながら、５ライン分のラインメモリを追加しなくてはならないため
、ハードウェア資源が大幅に増加してしまう。
【０１７１】
　そこで、本実施例では、ハードウェア資源やコストの増加を招くことなく、画像表示装
置の画面の回転角による画像処理結果や表示画像の変化を抑制する方法を説明する。
【０１７２】
　（システム）
　図３０は、本実施例に係るマルチディスプレイシステムの構成の一例を示すブロック図
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である。図３０において、実施例４（図１５）と同じ機能部には同じ符号を付し、その説
明は省略する。
　図３０に示すように、本実施例に係るマルチディスプレイシステムは、画像出力装置６
０００と仮想表示装置６５００を有する。仮想表示装置６５００は、第１表示装置４００
０と第２表示装置５０００を有する。画像出力装置６０００は、第１ケーブル１５００を
用いて第１表示装置４０００に接続されており、第２ケーブル２５００を用いて第２表示
装置５０００に接続されている。
【０１７３】
　（画像表示装置）
　第１制御部４０１０は、実施例４の第１制御部１０５０と同様の機能を有する。さらに
、第１制御部は、画像出力装置６０００からの回転指示に応じて第１画像回転部４０３０
を制御する機能を有する。回転指示は、第１通信部１０６０を介して受信される。
【０１７４】
　第１画像処理部４０２０は、実施例４の第１画像処理部１０２０と同様の機能を有する
。第１画像処理部４０２０は、複数のラインメモリを有する。画像処理では、複数のライ
ンメモリに記憶された画素値が使用される。本実施例では、画像処理において、処理対象
画像の画素のうち、処理対象画像の水平方向に並んだ複数の画素が参照される。また、本
実施例では、ラインメモリの数が、１つのラインメモリが記憶可能な画素値の数より少な
い。即ち、画面の回転角が９０°または２７０°の場合において、表示画像の水平方向に
おける参照可能画素数が、画面の回転角が０°または１８０°の場合よりも少ない。
　なお、画像処理において、処理対象画像の画素のうち、処理対象画像の垂直方向に並ん
だ複数の画素が参照されてもよい。処理対象画像の画素のうち、処理対象画像の水平方向
に並んだ複数の画素、及び、処理対象画像の垂直方向に並んだ複数の画素が参照されても
よい。
　また、ラインメモリの数は、１つのラインメモリが記憶可能な画素値の数より多くても
よい。
【０１７５】
　本実施例では、第１画像処理部４０２０で生成された画像を“除去後画像”と呼ぶ。除
去後画像は、部分画像に画像処理を施した処理部分画像から糊代領域の画像を除去した画
像である。
　第１画像回転部４０３０は、第１制御部４０１０からの指示に応じて、除去後画像を回
転させることにより、表示用画像を生成する。具体的には、第１画像回転部４０３０は、
回転情報に基づいて、第１表示装置４０００の画面の回転方向と逆方向に当該画面の回転
角だけ除去後画像を回転させる。それにより、表示用画像が生成される。そして、第１画
像回転部４０３０は、表示用画像を第１表示部１０３０に出力する。
【０１７６】
　第２表示装置５０００は、第１表示装置４０００と同等の機能を有するため、その詳細
な説明は省略する。第２制御部５０１０は第１制御部４０１０と同様の機能を有し、第２
画像処理部５０２０は第１画像処理部４０２０と同様の機能を有し、第２画像回転部５０
３０は第１画像回転部４０３０と同様の機能を有する。
　なお、画像を回転させる処理は、糊代領域の画像を除去する処理よりも前に行われても
よい。具体的には、処理後画像を回転させた後に糊代領域の画像を除去することにより、
表示用画像が生成されてもよい。
【０１７７】
　（画像出力装置）
　制御部６０１０は、実施例４の制御部３０４０と同様の機能を有する。さらに、制御部
６０１０は、第１表示装置４０００の回転情報に基づいて、回転指示を、第１通信部３０
７０を介して第１表示装置４０００に出力する。また、制御部６０１０は、第２表示装置
５０００の回転情報に基づいて、回転指示を、第２通信部３０８０を介して第２表示装置
５０００に出力する。
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　なお、上述した回転指示の出力は行われなくてもよい。例えば、第１制御部４０１０が
、第１表示装置４０００の回転情報に基づいて、第１表示装置４０００の画面の回転角が
０°か否かを判断してもよい。そして、第１表示装置４０００の画面の回転角が０°でな
い場合に、第１制御部４０１０が、第１画像回転部４０３０を制御することにより、除去
後画像を回転させてもよい。同様に、第２制御部５０１０が、第２表示装置５０００の回
転情報に基づいて、第２表示装置５０００の画面の回転角が０°か否かを判断してもよい
。そして、第２表示装置５０００の画面の回転角が０°でない場合に、第２制御部５０１
０が、第２画像回転部５０３０を制御することにより、除去後画像を回転させてもよい。
【０１７８】
　（画像出力装置の動作）
　本実施例に係る画像出力装置６０００の動作について説明する。本実施例に係る画像出
力装置の大まかな動作は実施例４（図２６）と同じである。但し、本実施例と実施例４と
では、図２６のＳ１０５の処理が異なる。
　図２６のＳ１０５の処理について図３１のフローチャートを用いて詳しく説明する。
　Ｓ１１０～Ｓ１１２の処理は、実施例４（図２７）と同じである。本実施例では、Ｓ１
１２の次に、図２７のＳ１１３の処理ではなく、後述するＳ２０１の処理が行われる。
　Ｓ２０１では、制御部６０１０が、第１表示装置４０００の回転情報に基づいて、回転
指示を第１制御部４０１０に出力する。回転指示は、第１通信部３０７０と第１通信部１
０６０を介して、制御部６０１０から第１制御部４０１０に出力される。また、制御部６
０１０は、第２表示装置５０００の回転情報に基づいて、回転指示を第２制御部５０１０
に出力する。回転指示は、第２通信部３０８０と第２通信部２０６０を介して、制御部６
０１０から第２制御部５０１０に出力される。画像表示装置では、回転指示に応じて、除
去後画像を回転させる回転処理が行われる。
　このように、本実施例では、画像出力装置６０００は、部分画像を回転させる回転処理
を行わない。そのため、本実施例では、画像出力装置６０００からは、部分画像生成部３
０３０で生成された部分画像が出力される。
【０１７９】
　画面の回転と部分画像の関係について、図３２（Ａ）～３２（Ｄ）を用いて説明する。
　図３２（Ａ）～３２（Ｄ）では、上から順に、第１表示装置４０００と第２表示装置５
０００の配置、第１表示装置４０００の部分画像（画像出力装置６０００から出力された
画像）、及び、第２表示装置５０００の部分画像が示されている。
　図３２（Ａ）は、第１表示装置４０００の画面と第２表示装置５０００の画面との回転
角が０°の場合の例を示す。図３２（Ｂ）は、第１表示装置４０００の画面と第２表示装
置５０００の画面とが、それぞれ、左回りに９０°だけの回転している場合の例を示す。
図３２（Ｃ）は、第１表示装置４０００の画面と第２表示装置５０００の画面とが、それ
ぞれ、左回りに１８０°だけの回転している場合の例を示す。図３２（Ｄ）は、第１表示
装置４０００の画面と第２表示装置５０００の画面とが、それぞれ、左回りに２７０°だ
けの回転している場合の例を示す。
【０１８０】
　一般的に、画像データを伝送する際には、水平同期信号を用いて、画像の左辺から右辺
にかけて１画素ずつ順番に画素値が伝送される。また、垂直同期信号を用いて、画像の上
辺から下辺にかけて１ラインずつ順番に画素値が伝送される。
　そして、一般的に、画像処理を行う際には、水平同期信号を用いて、回転角が０°のと
きの画面の左辺から右辺にかけて１画素ずつ順番に画素が処理される。また、垂直同期信
号を用いて、回転角が０°のときの画面の上辺から下辺にかけて１ラインずつ順番に画素
が処理される。
　そのため、画面の回転角に依らず同じ画像処理結果を得るためには、回転角が０°のと
きの画面の水平方向に並ぶ複数の画素の画素値（１つのラインメモリに蓄積される複数の
画素値）として、画面の回転角に依らず同じ値を使用する必要がある。即ち、画面の回転
角に依らず同じ画像処理結果を得るためには、画面の回転角に依らず同じ向きの画像を使
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用する必要がある。
【０１８１】
　そこで、本実施例では、画像出力装置６０００が、部分画像を回転させる回転処理を行
わず、部分画像生成部３０３０で生成された部分画像を画像表示装置に出力する。
　それにより、各画像表示装置では、画面の回転角に依らず同じ画素値を使用した画像処
理が行える。その結果、画面の回転角に依らず同じ画像処理結果を得ることができる。
【０１８２】
　但し、実施例４で述べたように、画像を回転させなければ、画面の回転によって画像が
回転されて表示されてしまう。
　そこで、本実施例では、画像出力装置６０００が、各画像表示装置に回転指示を出力し
、各画像表示装置が、回転指示に応じて除去後画像を回転させる。画面の回転角が０°で
ある場合には、画像を回転させない回転指示が出力される。画面が左回りに９０°だけ回
転されている場合には、画像を左回りに２７０°だけ回転させる回転指示が出力される。
この回転指示は、画像を右回りに９０°だけ回転させる回転指示と等価である。画面が左
回りに１８０°だけ回転されている場合には、画像を左回りに１８０°だけ回転させる回
転指示が出力される。この回転指示は、画像を右回りに１８０°だけ回転させる回転指示
と等価である。画面が左回りに２７０°だけ回転されている場合には、画像を左回りに９
０°だけ回転させる回転指示が出力される。この回転指示は、画像を右回りに２７０°だ
け回転させる回転指示と等価である。
　これにより、各画像表示装置において、画面の回転角に依らず同じ向きの表示画像を得
ることができる。
【０１８３】
　以上述べたように、本実施例によれば、画面の回転角に依らず同じ向きの部分画像を用
いて画像処理が行われる。それにより、画面の回転角に依らず同じ画像処理結果を得るこ
とができる。また、本実施例によれば、糊代領域の画像を除去する処理、及び、画面の回
転に応じて画像を回転させる処理を、処理部分画像に対して施すことにより、表示用画像
が生成される。それにより、画面が回転させられた場合においても、意図した画像表示が
可能となる。また、本実施例によれば、表示対象領域の画像ではなく、表示対象領域と糊
代領域とからなる部分領域の画像が、部分画像として画像出力装置から画像表示装置へ出
力される。そして、画像表示装置では、部分画像に対して画像処理が施される。それによ
り、マルチディスプレイシステムの各画像表示装置で画像処理を簡易な構成で高精度に行
うことができる。
【０１８４】
　なお、実施例１～５の構成はあくまで一例であり、本発明は、技術思想を逸脱しない範
囲内で適宜変更が可能である。
【符号の説明】
【０１８５】
　１０７：画像出力部Ａ
　１０８：画像出力部Ｂ
　１０９：画像出力部Ｃ
　１１０：画像出力部Ｄ
　１０１～１０４，９０１～９０４，７０００，８０００：画像表示装置
　１００，３０００，６０００：画像出力装置
　１０６，３０３０：部分画像生成部
　１１１：部分領域決定部
　１１２：タイル情報取得部
　１１３：糊代情報取得部
　１１４：画像入力部
　１１５：画像処理部
　１１６：糊代除去部
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　１１７，８０５０：表示部
　１１８：タイル情報記憶部
　１１９：糊代情報記憶部
　１０００，４０００：第１表示装置
　１０１０：第１画像入力部
　１０２０，４０２０：第１画像処理部
　１０３０：第１表示部
　１０５０，４０１０：第１制御部
　１０６０，３０７０：第１通信部
　２０００，５０００：第２表示装置
　２０１０：第２画像入力部
　２０２０，５０２０：第２画像処理部
　２０３０：第２表示部
　２０５０，５０１０：第２制御部
　２０６０，３０８０：第２通信部
　３０４０，６０１０：制御部
　３０５０：第１画像出力部
　３０６０：第２画像出力部
　７０１０，７０２０，７０３０，７０４０：画像表示モジュール
　８０１０，８０２０，８０３０，８０４０：画像表示モジュール

【図１】 【図２】

【図３】
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